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　令和８年第４回安平町議会定例会会議録（第２号） 
 

令和８年６月24日（水曜日）午前10時00分開会 

１　招集年月日　　令和８年６月24日（水曜日） 
 

２　招集の場所　　安平町議会　議場 

   

３　出席議員（12名） 

 

議席番号 

 

４　地方自治法第121条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者 

 

５　町長の委任を受けて説明のため会議に出席した者 

 

 

 

６　教育委員会教育長の委任を受けて説明のため会議に出席した者 

 

 １番 三　浦　恵美子 ２番　吉　岡　政　昭 ３番 反　町　　　恵　
 ４番 箱　崎　英　輔 ５番 内　藤　圭　子 ６番 神　野　祐　太
 ７番 山　村　哲　也 ８番　工　藤　秀　一 ９番 鳥　越　真由美
 10 番 梅　森　敬　仁 11 番 高　山　正　人 12 番 小笠原　直　治

 町 長 及　川　秀一郎
 教 育 長 井　内　　　聖
 代表監査委員 小　川　誠　一

 副 町 長 田　中　一　省
 総務課
 総 務 担 当 課 長 岡　　　康　弘 情 報 担 当 課 長 池　田　恵　司
 政策推進課
 財 政 担 当 課 長 木　林　一　雄 企 画 担 当 課 長 木　村　　　誠
 税務住民課
 税務戸籍担当課長 奥　田　浩　司 生活環境担当課長 佐々木　智　紀
 産業振興課
 産業振興担当課長 森　池　和　哉
 建設課
 土木公園担当課長 塩　谷　慎　嗣 施 設 担 当 課 長 伊　藤　富美雄
 健康福祉課
 国保介護担当課長 阿　部　充　幸 健康福祉担当課長 小板橋　憲　仁
 水道課
 水 道 担 当 課 長 谷　村　英　俊 下水道担当課長 佐々木　貴　之
 住民サービス課　兼　商工観光課
 総 合 支 所 長 山　口　　　崇
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７　職務のため出席した議会事務局職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

○　議 事 日 程　（第２号） 

 

 事　務　局　長 石　塚　一　哉 主　　　幹 鈴　木　慎　二

 

 日程番号 議案番号 付　　議　　案　　件

 日程第１ 一般質問

 
日程第２ 報 告 第 ２ 号

令和７年度安平町一般会計繰越明許費繰越計算書の報

告について

 
日程第３ 選 挙 第 １ 号

安平町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙につい

て

 日程第４ 諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦について

 日程第５ 議 案 第 １ 号 安平町副町長の選任の同意について

 
日程第６ 議 案 第 ２ 号

安平町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

 
日程第７ 議 案 第 ３ 号

安平町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

 日程第８ 議 案 第 ４ 号 安平町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

 日程第９ 議 案 第 ５ 号 安平町基金条例の一部を改正する条例の制定について

 
日程第10 議 案 第 ６ 号

道の駅あびらＤ51ステーションの指定管理者の指定に

ついて

 日程第11 議 案 第 ７ 号 財産の取得について（学習用タブレット端末更新事業）

 日程第12 議 案 第 ８ 号 令和８年度安平町一般会計補正予算（第１号）について

 
日程第13 議 案 第 ９ 号

令和８年度安平町国民健康保険事業特別会計補正予算（

第２号）について

 
日程第14 議案第 10 号

令和８年度安平町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第１号）について

 教育委員会

 学校教育担当次長 佐々木　英　生 教育委員会課長補佐 武　田　一　倫
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○　本日の会議に付した事件 

 

　　日程第１　一般質問　～　日程第15　議案第10号　 

 

○　会議録署名議員 

    議長は、本定例会の会議録署名議員に次の２人を指名した。 

 

 
日程第15 議案第 11 号

令和８年度安平町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）について

 日程第23 意見案第１号 地方財政の充実・強化に関する意見書（案）について

 
日程第24 意見案第２号

イランへの軍事行動の即時停止と外交による平和的解

決を求める意見書（案）について

 
日程第25 意見案第３号

急騰する奨学金の金利に対する負担額軽減を求める意

見書（案）について

 
日程第26 意見案第４号

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産

業施策の充実・強化を求める意見書（案）について

 日程第20 議員派遣の件について

 日程第21 総務常任委員会の閉会中の継続調査申し出について

 日程第22 経済常任委員会の閉会中の継続調査申し出について

 日程第23 議会運営委員会の閉会中の継続審査申し出について

  ２ 番 吉　岡　政　昭
  ６ 番 神　野　祐　太
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会　議　の　顛　末 

 

　　　◎　再開・開議宣告及び議事日程の報告 

 

○議長（小笠原直治君）　おはようございます。 

只今の出席議員数は12名です。定足数に達しておりますので、これから本

日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

 
 

◎　日程第１　一般質問 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第１、一般質問を行います。 

 

 

【通告№５　７番　山村　哲也】 

 
〔山村議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　山村議員。 

○７番（山村哲也君）　おはようございます。本日私初めての一般質問となりま

すので不手際等あるかと思いますがよろしくお願いします。私はこれまで安

平町でＮＰＯ法人を設立して４年間地域共生社会の実現にひたすらに取り

組んでまいりました。この取り組みの中で感じた疑問とか課題をもとに質問

させていただきます。それでは一般質問を進めさせていただきます。今回は

地域共生社会づくりの取り組みと安平町第３次総合計画への反映について

伺います。要旨といては令和８年度の町政執行方針を拝見し、「当町を取り

巻く社会情勢」の部分で触れられている課題として、私が特に懸念している

部分は、「国全体で進行する人口減少は、労働力不足や医療・介護サービス

の供給体制の維持といった課題を深刻化させており、中略します。町の課題

解決と幸福度を高めるふるさとづくりをテーマに、地域と民間の力を結集し

ながら必要な施策を着実に進めていく」と述べられています。また、先日、

広報あびら６月号に掲載された「令和７年度の安平町まちづくり町民アンケ

ート」の結果を一部抜粋すると、暮らしの安心基盤として「医療福祉の方向

性をわかりやすく、全世代が住み続けたいと思える体制へ」もう一つが「健

康で長生きするための介護予防を充実し、教育と合わせて“まちの両輪”と

して位置づける」との声が寄せられています。我が国の現状として、高齢化

率は約 30％に達し、達成した速度も含めて超高齢化社会として世界一の課題

先進国です。参考までに安平町の高齢化率は、この度の事務報告によると、

４月末現在 36.79％となっています。この課題の本質は単に高齢者が増える
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だけでなく、労働人口の急減、これは急速に減っていくということですね。

それと社会保障費医療、年金の爆発的な増加、地方の過疎化、空家問題など

が複合的に同時に発生し、社会のあらゆるシステムが限界を迎える課題に直

面しています。しかもこれ世界中どこを見てもお手本となる先例がないこと

から、町政執行方針の中でも「先の見通しが極めて難しく、自治体による創

意工夫が一層求められる」と述べられたと解釈しています。そこで 2016 年

頃から厚生労働省が国の基本方針として地域共生社会を推進しています。趣

旨を要約すると「制度や分野の枠、さらには支える側、支えられる側という

従来の関係性を超えて、すべての住民が生きがいや役割を持ち、互いに支え

合いながら暮らせる包摂的なコミュニティを創る」と提唱しています。そこ

で４点ほど質問させていただきます。（１）としてこれまでの教育を軸とし

たまちづくりは若い世代の転入者も増え、まちづくりの施策としては大きな

成果を出していると私は捉えています。この度教育行政執行方針で示されて

いる学校を核とした地域づくり活動となるあびらコラボセンター（仮称）の

設置や町民の社会参加の機会をつくる共遊事業は包摂的なコミュニティづ

くりにつながると想像していますが、これ地域共生社会の考え方を取り入れ

た取り組みとして解釈していいか。事業概要の補足をお聞かせいただきたい

です。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　あびらコラボセンターについては、これ

まで教育委員会や自治会、ＮＰＯ、住民有志等で個別に活動を進め、地域と

学校が協働して子どもたちの育成に取り組んできましたが、これらの活動が

効果的かつ持続的に活動できるよう互いに緩やかにつながる仕組みを作る

とともに活動自体を増やしていく必要があります。このことから学校と地域

がパートナーとして連携協働し、子どもたちの成長を社会全体で支えるとと

もに社会教育活動や地域活動の充実を目指す体制づくりをすることを目的

に令和９年度の設立を目指すものです。あびらコラボセンターでは学校と地

域が連携し、子どもたちに社会とつながる豊かな体験を提供し学びの充実を

図ること。学校を核とした交流を促進し、持続可能な地域活動の担い手を育

成し地域力の向上を図ること。地域が学校を支える仕組みを整え、教職員が

より深く子どもと向き合う環境を作り、教育環境の整備を図ること。コーデ

ィネーターを配置し個人の善意に頼るだけでなく、地域全体で子どもを育む

持続可能な組織体制を構築し、組織的な連携を図っていきたいと考えていま

す。また、共遊事業は世代や立場の違いを超え、ともに学び作る楽しみを共

有する場を提供する事業でありますが、社会教育の力で住民同士の緩やかな

つながりと自分たちの町は自分たちで作るという誇りを育みことで結果と

して誰しも安心して暮らせる地域づくりを目指すものです。地域共生社会と

は制度や分野ごとの縦割りや支える側、支えられる側という関係を超え、地

域住民一人一人が役割を持ち、助け合いながら自分らしく安心して暮らせる

地域社会であり、住民同士のつながりや住民主体的な関心が不可欠と認識し
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ています。あびらコラボセンターや共遊事業は令和８年度教育行政執行方針

で掲げるともに生きることを学ぶ施策の主眼となります。子どもから大人ま

でが学校や地域で学びを通して緩やかにつながり合う環境づくりが結果と

して地域共生社会の実現に向けた取り組みであると捉えていますので、その

考え方を取り入れた事業だと考えています。 

 

〔山村議員挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　山村議員。 

○７番（山村哲也君）　地域共生社会の考え方を取り入れたということで次の質

問に移行します。 

２番目として、今説明いただいた取り組みは、教育委員会と健康福祉課、

その他の課との連携が重要になると推察しています。行政の仕組みとしては、

各課の専門性を高めるために必要な縦割り、いわゆるセクショナリズムと言

われるものを採用している中で、横断的な連携は、職員の心理的な障壁も含

めて構造的に難しいと言われています。しかしながら、現代の複雑な課題に

対応していくためには、各課の専門性を確保しながら法律や予算の枠を超え

た行政内の横断的な連携が日常的に実現すると、住民サービスの向上に直結

していくと考えています。この取り組みで各課を横断して連携する現時点の

取り組みや、さらに発展・強化するための想定はありますでしょうか。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　行政内の横断的連携については住民サー

ビスに向上に欠かせないものと認識しています。現在社会教育関係では地域

学校本部設立に向け、３月 14 日のキックオフ住民説明会を開催しています。

福祉関係団体、ＮＰＯ、企業の方など地域学校協働活動で子どもが育つまち

づくりの貴重講演の他、意見交換を行い、多様な主体が関わる基盤づくりを

開始しました。町内連携の推進として３月 24 日に政策推進課、健康福祉課

等の関係のある職員と情報共有会議を開催し、まずは各課業務との関連性を

深め、お互いの施策に対する認識を共有しています。今後はこれらの対応を

通じて各課の知見を仮称あびらコラボセンターに取り入れることで制度の

枠を超えた連携体制を構築し、住民サービスのさらなる向上に努めてまいり

たいと考えています。 

 

〔山村議員挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　山村議員。 

○７番（山村哲也君）　これはこれから事業が動いていく中で連携がさらに生ま

れていくと理解しました。 

次の質問に移ります。（３）2021 年４月施行の改正社会福祉法に基づき、

地域の地域共生社会の実現を目指して創設された市町村事業である重層的支
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援体制整備事業があります。これは高齢、しょうがい、子ども、生活困窮と

いった分野の枠組みを超え、複雑化・複合化した住民の課題に一体となって

対応する包括的な支援体制を構築することを目的としたものです。安平町は

地域福祉総合計画に基づき、社会福祉協議会の取り組みや行政との連携も含

めて支援の土台となる包括的な支援体制づくりや地域福祉の連携強化に非常

に積極的に取り組んでいることが伺えますし、結果効果も出ていると感じて

います。その中で今後重層的支援体制整備事業に取り組むお考えはあります

でしょうか。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　まず重層的支援体制整備事業についてご

説明を申し上げます。本事業が創設された背景ですが、我が国は少子高齢化

が急速に進み、人口減少が加速しています。同時に家族構成の多様化や地域

のつながりの希薄化により高齢者、しょうがい者、子ども、生活困窮者など

複合的で複雑な生活課題を抱える人が増加しています。これらの課題に対し

分野ごとに異なる相談窓口や支援制度が存在しています。例えば高齢者の相

談は地域包括支援センター、しょうがい者や生活困窮の相談は福祉関係部局

といった分野となります。しかしながら実際には一つの世帯が複数の課題を

抱えていることが多く、十分な支援につながらないという全国的な課題が生

じていることにより、令和３年の社会福祉法改正により重層的支援体制整備

事業が創設されています。この事業は分野を超えた相談支援体制を構築し、

複合的で複雑な生活課題を抱える人々を総合的に支援することを目的とし

ており、一つ目に包括的相談支援事業、二つ目に参加支援事業、三つ目に地

域づくり事業、この３つの事業で構成されています。安平町では本事業を活

用していませんが、すでに地域包括ケアシステムを中核として分野ごとの相

談支援体制を構築しています。具体的には地域包括支援センター、こども家

庭センター、障害福祉相談窓口などが健康福祉課として同一フロアに配置さ

れ、相互に連携できる体制が整備されています。また、相談履歴を健康福祉

課内で情報共有できるシステムを導入し、相互に情報交換を行い協力し合え

る関係性を構築しています。このような既存の体制の制度を高め、さらに健

康福祉課グループ内の連携を図ることで重層的支援体制整備事業と同等の

効果を目指しています。共生社会の実現に向けた重層的な相談支援体制が現

行の体制の中で構築できると考えています。また、今後の社会情勢の変化、

財政状況の推移、専門職確保の見通しなどを踏まえ、中長期的な視点から慎

重かつ柔軟に対応する必要も認識していますが、現在のところ本事業に取り

組む考えはありません。 

 

〔山村議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　山村議員。 

○７番（山村哲也君）　現行の体制でこの重層的な相談支援体制が取れるという
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ことで解釈しました。ただ、これ国の補助事業ということで安平町の人口規

模でいくと最大 2530 万円ぐらいの補助事業になっているかなと思います。

町負担も当然承知していますが、現時点でこの本事業に取り組まないという

ところで理由だったり課題がありますでしょうか。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　具体的な理由としては５つ考えられるか

なと思っています。まず１つ目に人材確保の困難性。こちらは重層的支援体

制整備事業では相談支援専門員や参加支援専門員などの専門職配置が要件

となっています。しかしこれらの専門職の確保は極めて困難だと考えていま

す。２つ目に事業実施に伴う事務負担の増加。本事業では包括的相談支援事

業、参加支援事業、地域づくり事業の３つの事業を一体的に実施することが

求められています。そのため事務手続きや報告書の作成などの事務負担が大

幅に増加することが見込まれています。３つ目に既存体制との調整の複雑

さ。すでに構築されています地域包括支援センター、こども家庭センターな

どの既存体制との調整が複雑になることが見込まれると考えています。４つ

目に効率性の問題として本事業は複数の専門職配置を前提とされています

ことから小規模自治体では職員の兼務が多くなり、かえって効率性が低下す

る可能性があると考えています。５つ目に国庫補助の限定性。重層的支援体

制整備事業の国庫補助については事業実施に必要な経費の一部に限定され

ており、町の負担が相当程度発生することが見込まれている。以上の５つが

主な理由と考えています。 

 

〔山村議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　山村議員。 

○７番（山村哲也君）　慎重かつ柔軟に対応していくところで承知しました。最

後４つ目の質問に移らせていただきます。福祉とは、高齢者やしょうがい者

など特定の住民に限らず全ての住民に関わる概念になります。冒頭の要旨で

説明させていただいた令和７年度の安平町まちづくり町民アンケートでは、

福祉の充実を望む声が寄せられています。また、町政執行方針でも示された

町の課題解決と幸福度を高めるふるさとづくりに共通するのが、地域共生社

会の概念と一致すると考えております。説明が重複しますが地域共生社会と

は、制度や分野の枠、さらには支える側、支えられる側という従来の関係性

を超えて、すべて住民が生きがいや役割を持ち、互いに支え合いながら暮ら

せる包摂的なコミュニティを創るとなっております。町民からの声で上がっ

ている教育と福祉をまちの両輪とすることで、福祉の方向性がわかりやす

く、全世代が安心して住み続けたいと思える体制が醸成される、即ち幸福度

の向上にも寄与していくと考えます。地域共生社会の本質は、住民の対象を

限定しない、役割を固定しない、福祉の分野にとどまらないということにな

ります。まちづくり、移動・交通、雇用、デジタル、スマートシティ、環境
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など地域の暮らしに関わるあらゆる分野を巻き込むので、その概念は極めて

広範囲に及びます。そのため地域社会全体のグランドデザイン、いわゆる全

体の設計図ですね。理想像とか理念が必要だと考えています。今年度中に策

定される第３次安平町総合計画へこの地域共生社会づくりの概念とか考え

方というのを反映させる想定はしていますでしょうか。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　総合計画の関係になりますので私からお答えさせ

ていただきます。はじめにご質問がありました安平町まちづくり町民アンケ

ートについては第３次安平町総合計画の策定にあたって町民参画の一環と

して実施したものですが、その結果概要については広報あびら３月号から６

月号に書けて掲載していまして、この後も総合計画関連の内容について広報

に掲載をさせていただく予定となっています。議員の質問にあります町民ア

ンケート結果については、そのアンケートの事由記載欄で目指すべき姿、進

むべき方向性について町民の皆様からご意見いただいたものでして、多くの

ご意見をいただいた中の健康福祉分野にかかるものです。議員がご質問され

ています地域共生社会については、国が掲げる理念と認識していまして、当

町の第２次安平町総合計画においては政策分野の健康福祉分野に保健、医

療、地域福祉、しょうがい者福祉、高齢者福祉、社会保障の６つの基本政策

として位置づけていまして、住み慣れた地域で安心した暮らしができるよう

住民、地域団体、行政が一体となった支え合いと助け合いによる地域福祉の

推進を目指すこととしています。今年度が第２次安平町総合計画の最終年度

となっていまして、第３次安平町総合計画の策定に向けては昨年の議会全員

協議会において策定方針を説明していまして、町民と行政の協働の計画づく

り、町民の幸せに寄り添う計画づくり、地域の強みを活かした計画づくり、

選択と周知を意識した戦略としての計画づくりといった視点を踏まえて地

方自治の本旨である町民の福祉の増進につながるよう策定を進めることと

していまして、計画策定過程の中でどういった位置づけや反映ができるかと

いったところを検討していくこととしています。 

 

〔山村議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　山村議員。 

○７番（山村哲也君）　検討していただくということで承知しました。本日は一

般質問の場であり要望する場ではないとレクチャーされていますのでこれ

以上は申しませんが、本日質問した４点というのはすべて地域共生社会につ

ながる質問でした。教育がこの地域に展開されるということは私としては福

祉との連携が必然的に起こってくると思っていますし、そうなると行政内の

各課の連携も必須になってくるかなと思っています。その結果として住民サ

ービスが向上していくと考えています。先ほど質問した重層的支援体制整備

事業に関しても手段の一つと考えていますし、これは地域共生社会実現の一
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つの方法と私も認識しています。この世界的にお手本もない少子高齢化社会

で他の自治体でも個別の取り組みは目を見張る取り組みはいくつかあるの

ですが、本来の意味の地域共生社会の取り組み、まちづくりはなかなかない

なと感じています。その中で幸福度を高めるまちづくりの一つとしてこの地

域共生社会の考え方、地域住民の方が教育の柱が一本立っているなと思うの

ですが、もう一本この福祉の柱が立つと例えば移住されてきた方たちが学校

教育、義務教育が終わった後も安平町で住み続けたいなと思えるようなまち

づくりにつながっていくのではないかと考えています。これで今日、私の質

問は終了とさせていただきます。 

 

○議長（小笠原直治君）　以上で７番山村哲也議員の一般質問を終わります。次

に８番工藤秀一議員の質問を許します。 

 

 

【通告№６　８番　工藤　秀一】 

 
〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　８番工藤秀一です。４件質問させていただきます。はじ

めに町道あうさり線整備について、移住定住対策として、また、災害時の避

難路として安平地区から富岡地区に抜ける未整備の町道を整備することは

重要と考えています。はじめに国やこれは令和５年９月にも一般質問させて

いただいていますのでその時の流れから今回は国や道への要望をしないの

か伺いたいと思います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　通称あうさり線と呼ばれる町道ですが、正

式には安平富岡線です。移住定住策や災害時の避難路としてのお話ではあり

ますが、令和５年９月定例会の一般質問でご回答申し上げたとおり事業規模

や財政負担が大きいことから現在は国や北海道に対し整備要望を上げるこ

とは考えていません。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　昨日他の議員からもラピダスについて一般質問がありま

したが、この道路整備についてもラピダスが稼働した時に移住者を誘導する

ためには非常に有効な道路であると捉えての質問でした。安平町内で遠浅、

早来、安平、追分の４地区からラピダスや千歳市、千歳空港に行くには安平

だけが早来から回ったり追分から回ったり遠回りしなければならない地理
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になっています。あうさり線があれば、あうさり線走ったことないのでわか

りませんが、たぶん 10 ㎞ぐらいは近くなるのではないかと思います。名前

のとおり安平富岡線なので安平と富岡の間にある山を越える道路になりま

すが、町道となっているのでなぜ整備されていないのかというところから始

まりましたけれども、この道路があると非常に移住にも有効な道路になるか

と思っています。今調べてみると現状千歳市の向上、ＩＩＭ－１で試作が成

功して 2026 年現在はパイロットライン、量産前の試作検証ラインの立ち上

げ段階のところまで来ていると。そういったところで千歳市は今現在人口 9

万 8000 人規模ですが、これまで将来推計人口は 2040 年に 9 万 2861 人減る

推計だったのです。５、6000 人は減るのではないかと。ところがラピダスや

関連企業の集積によって千歳市の今の推計では 10 万人を超える上方修正を

しています。およそプラス１万人修正している状況にあります。千歳市では

ラピダス進出決定以降、工業用地はもちろん住宅地や商業地でも地価が大幅

に上昇しています。新たな住宅地の形成を図るため根志越の市街化調整区域

を市街化区域に編入することにもしたそうです。この動きは恵庭市にも波及

していると。土地の取得競争が激化するエリアも見られると。逆に現在住ん

でいる方々は高騰する家賃等について行けなくて引っ越しも増えてきてい

ることも聞きます。そういう方々が安平町に移住してきているという話も若

干あるようでそんな話も聞きます。このようなことを聞いてネットを検索す

るとこのような千歳市ラピダスの影響による状況を確認しようと検索して

も千歳恵庭ってよく出てくるのですが、安平町ってなかなかヒットしなくて

あまり目立っていないなと思っています。そういう意味で何が言いたいかと

いうと移住者をこの待っている状況だけでなくて積極的に呼び込むような

時期に来ているのではないかと思っています。安平町が工場とか建てる場合

に水不足とかあるかとは思いますが、今そういう状況であればベットタウン

化でもいいかと思います。住みたい方をぜひ呼び込んでいただきたいなと思

います。そういう意味で４地区あって均等に移住者を呼び込むにはあうさり

線は非常に大事なところだなと思っています。安平地区は土地が多くあると

思いますし、非常に有効だと思っています。今住宅も増えたりしてきて土地

もかなり十分にあるのかなと思いますので、そういったことで改めてあうさ

り線について考えを伺いたいと思います。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　あうさり等の基本的な答弁は先ほど塩谷課長から申し

上げたとおりです。昨日もラピダス関連のことによって安平町が当然隣接し

ている自治体ですので、積極的な動きは昨日もご質問いただいて答弁しまし

たので重複するところは避けますが、今ベッドタウンの話も出ましたが、や

はり早来地区だったり追分地区それぞれラピダス、さらにはラピダスに関連

企業がこれから見込まれますけれどもそういったところへのアクセスする

道路の整備だったり、また安平町においてはそれを受け入れる住宅地の確保

だったり、それを後押しする民間のアパート建設の支援事業。これまでも結
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果もついてきていますので、そういったところをさらに推し進めていく話も

昨日概要について説明させていただいたところです。また、一方で安平地区

については、全体の安平町の中の４地区の中でも一番小さな集落になりま

す。500 人強の規模ですが非常にコミュニティが充実し、また、安平小学校

の後利用を踏まえてまちづくりの協議会も立ちあがって、町としても集落支

援を配置したりしながらまちづくりを展開しているということです。ちょう

ど一昨日先週の日曜日に安平地区で 68 年の歴史がある弥生会という会があ

りまして、合併してから一回あうさり道を歩む会があったのですが、合併し

てから一回実は歩いてみようという会があって私も当時子どもと一緒にそ

こを歩きました。非常に起伏が激しく安平駐屯地の横を通りながら昔で言う

炭焼きのところまで出る５㎞ぐらい往復 10 ㎞、片道大体５㎞ぐらいだった

と思いますがそういったところがあうさり道なのですが、そこを整備するに

は先ほど答弁でも出ました相当な費用と難工事が出てくるのではないかと

その時は感じていた部分があります。安平地区が一昨年、昨年もアパート建

設も好調でして、複数棟３棟建って、また、新規住宅も昨年においても７棟

ぐらい建ってきたりしています。そういったことがありますが、あうさり道

を整備して安平地区の方が 10人か 20人かわかりませんが現状でそこの道を

使うかもしれませんが、そこの投資効果からいくとなかなかハードルが高い

と我々は考えています。また、いろんな発想の中で従来から例えばトンネル

を作るとかって安平山もですね。そういった近くを通してもっと近くに行け

るんじゃないかとかいろんな夢のある発想というのは従来からいただいて

いますが、やはりそこには現実的なところとの整合性とかもありますので非

常にそういった道路が実現すれば利便性が高いということは否定しません

し、非常に有効だと思いますが、そこがラピダスの関連の話だけで先行して

何か取り組みを進めていくということは相当なハードルが高いと現時点で

思っていますので、今回重要ではないかというご指摘はありますが、現状に

おいては難しいと思っています。しかしながら安平地区については早来を回

っていっても追分側を回っても非常に近い場所でして、そして逆に言えば利

便性も高いエリアでもありまして今見直されて移住が進んできていると思

っていますので、苫東の企業もありますし、インターチェンジも近いので選

んでいただけるといった移住政策も含めて全体像を考えていきながら総合

計画の中でも踏まえて構想だったり実施計画、基本計画を作っていければな

と思っています。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　今ラピダスの関連で道路整備が進んでいます。周辺見て

も随分変わってきているところもありますが、この苫東につながるような道

路もこれからいろいろ整備されるだろうなとは思いますので、そういった道

路につながる道路にもなり得るのかなと思っていますが、この人口減少時代

に安平町は人口増加の大きなチャンスなので今、遠浅２号線も進んでいると

ころなので、それができた後にはこのあうさり線整備を諦めずにラピダスに
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便乗して国や道と連携して道路ができてくれればいいなと願っています。こ

れからもよろしくお願いします。この質問は以上で終わります。 

次に児童生徒の給食費無償化についての質問です。日本は 15 歳未満の子ど

もの数が 45 年連続で減少する中、安平町の出生数も昨年度は 20 人に減少し

ているということを聞いています。子ども一人一人を社会全体で支えていく

必要性が非常に強まってきていると思います。子どもを産み育てたいと願う

人が経済的不安によって立ち止まることがない社会を作らなければならない

はずと思います。物価高騰下での子育て支援策として位置づけられ、多くの

自治体が給食費無償化を導入し拡大を進めている中です。今年度から国の制

度で小学生の給食費を無償化するような方向になっていると思いますが、中

学生の給食費は安平町で無償化して義務教育の保護者負担をゼロにしてはど

うかと考えていますが、考えを伺いたいと思います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　本町の学校給食費については食材購入費

から物価高騰影響分の支援として町独自で月額 2000 円程度の支援を行い、

また、経済的な支援が必要な世帯に対しては就学援助制度を通じた支援も行

ってまいりました。令和８年度より実施された国の学校給食費支援制度につ

いては、小学生の給食費を月額換算で 4766 円を支援するもので、このこと

により本町の給食費は小学生の保護者負担が月額 1000 円程度となるもので

す。これは保護者の経済的負担を軽減し、子育て支援策として非常に重要な

意義を持つものと認識しています。安平町においての今後については本町の

財政状況を還元しながら国の支援制度を前提とした給食費の支援を継続し

ていきたいと考えています。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　安平町は給食費も今までも補助しながらやってきている

のは私も存じています。そういった中で４月に教育委員会の窓口で町内の児

童生徒数とか就学前の乳幼児数を確認したのですが、今町内の小中学校合わ

せて１学年平均 50 人前後かなと思います。９学年の合計が 463 人でした。

また、その中でも少ない学年は 45 人。多い学年で 63 人いました。今回７年

生から９年生、追分中学校の生徒と早来学園の７年生から９年生の合計は

160 名との資料でしたが、このような児童生徒数の中、昨年度の安平町の出

生数が 20 人ということで私は大変驚きました。物価高が大きな社会問題に

なっていることかと思わざるを得ないかなと思いましたが、この３年間で言

っても非常に 50 人どころではなく低いのです。この３年だと平均 30 人ぐら

いかなと感じました。そういった現象になっていて我が町の少子化対策の一

つとしてこの教育費無償化は重要なのではないかと思っています。給食費を

どれだけ無償にするかということも給食費負担にならないように保護者の
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経済に負担がかからないようにということが国の流れでもあるかと思いま

すが、まず今回はこの中学生 160 人いますが安平町で無償化しようと思うと

どのぐらいの費用がかかるかわかれば教えてください。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　只今の質問、中学生 160 名を無償化にす

るというご質問かと思いますが、食材購入費ベースで言いますと、中学生１

人あたり月額 7000 円程度になりますので、掛ける 12 の掛ける 160 がかかる

金額となろうかと思います。計算ができていないですがそういうことになる

かと思います。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　ありがとうございます。通告にないことを聞いたので申

し訳ないです。たぶん 1500 万とか年間 2000 万とかそこまではかからないの

かなとは思うのですが。大きな金額と思います。でも未婚化とか晩婚化、晩

産化が進んでいることで国でも経済的な負担や価値観の多様化によって結

婚とか出産を選ばない人が増えている中で結婚や出産、育児に常に経済的な

負担が伴っております。大きな金額が一気に出ていく不安もありなかなか踏

み切れない若者がたくさんいると思います。そういった中で国は子どもや子

育て世帯への支援を強化するために子ども子育て支援加速化プランを打ち

出して子どもや育児、子育て世帯にやさしい社会づくりの実施を目指してい

るところと思います。そういった意味でこの流れは子どもの教育費をゼロに

するまで続けていくのかなと思っています。その中で安平町としてこの極端

に出生数が減っている今取り組みをしてもらいたいなと思っていますが、今

後給食費だけでなくて教育費が他にもかかっていますが、何か今後保護者の

負担を軽減するような案があれば教えていただきたいと思います。 

 

〔井内教育長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　教育長。 

○教育長（井内聖君）　まず給食費についてはとても大事な問題だなと思いつつ、

もし仮に給食費の無償化が少子化を食い止める、もしくは子どもの産まれる

数が増えるというのであれば今年度に限らず全国で給食費を無償化にして

いる自治体がありますので、そこの何割ぐらいが実際に子どもの数が増えて

いるのかというところだと思います。ですので、単純に給食費を無償化した

からその自治体の子どもの数が増えるのがイコールではないと捉えていま

す。とはいえだから関係ないという話ではなくて大切な問題だということで

今回国が動いて全国一律に子どもたちの給食費の支援をしたと。当然その議

論の中では中学生世代も対象にという議論もありますので、今後も給食費に
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ついては安平町として国の動向を見ながらしっかり考えていきたいと思っ

ています。また、それ以外の保護者の教育にかかる経済的な支援ですが、そ

れについては教材費も含めて今一番課題と認識しているのは修学旅行です。

修学旅行のバス代。これは児童数で割るとなっています。今の追分小学校の

２年生は８名です。その一方で早来学園では多い学年もあります。つまりい

ろいろな面で保護者にとっては教育にかかるお金の負担はあります。それに

ついて、今教育委員会としては現状をしっかりと認識した上でどの部分の課

題が何年頃に発生してくるのだろうかも踏まえて今後もしっかりと検討し

ていきたいと考えています。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　このご質問は幾度となくいただいていまして、その当

時答弁していたとおり国の方もこれは国がやるべき政策だと申し上げてき

ました。小学校が今回全額とまでそれぞれの町で金額がそれにかかる費用が

違いますので安平町ではそこで全くの無償になるわけではありませんが大

きく軽減になった。私は町長に就任してから給食料金の見直しは当然手続き

を踏みながら給食の料金の運営委員会にかけて値上げはしてきているので

す。ただ、値上げ分は町で負担をする形にしてきていますので、実際中学生

の生徒の保護者の負担についてはずっと横ばいで値上げしないで対応して

きているのが実情で、これは工藤議員もご理解いただいていると思います。

先ほど井内教育長が答弁したとおり、この小学生の給食無償化の際にも中学

生も含めた議論が国の中でも行われていましたので、我々としても他の自治

体と合わせて給食の中学生に対する無償化についても要望をこれから行っ

て、これまでも町村会で行ってきていますが、我々も声をあげていきながら、

こういったことが全部につながっていかないとどこかの自治体だけが給食

無償化したから少子化が解決されるといったものではないので、いろんな課

題の中の一つとしてこういった問題も国のレベルで対応していただきなが

らそれでも十分ではないと思いますし、少子化対策の根本的な原因はそれだ

けではありませんので、ご指摘は十分これまでのやり取りも含めて理解して

いますが、国の方にきちんと実情と要望していきながらさらなる負担増は安

平町はそこは食い止めていますので、そういったことも訴えながら実現に向

けて取り組んでまいりたいと思っています。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　安平町は移住者が多く、恵まれているのかなという感じ

もして昨年度生まれた 20 人に愕然となりましたが、移住者の分を引くとそ

ういう傾向なのかなという感じは受けているので、根本的にいろいろ対策し

ていかなければならないのかなと思っています。今回義務教育の中の給食費

無償化は国の方で小学生になって今回それに便乗することで給食費無償化
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って非常にアピール力があるのかなとは思っての質問でした。経済的な負担

が大きいだけの理由とは思いませんが、現実的にそういう声が多いのも事実

なので、そのことを町でも今後とも留めていただけたらと思いますのでよろ

しくお願いします。 

次の質問に移ります。先日ときわ公園内で犬の放し飼いによって知人の方

が犬に噛まれて負傷したのです。飼い主とは話をしたのですが当初は大した

ことないと思っていたのですが、後から痛くなったということで傷口も酷く

腫れも酷かったのを私も見ています。公園とは言え路上とか公園で犬の放し

飼いは法律とか条令では規制されているのか伺います。 

 

〔塩谷土木公園担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　法律や条令による規制に関してのご質問で

すが、環境省の動物愛護及び管理に関する法律や法に基づく家庭、動物等の

飼養及び保管に関する基準では、努力義務にはなりますが、動物の逸走を防

止するために必要な措置を講ずるや動物が人の生命、身体、財産に害を加え

ないようにする。動物が人の生活環境の保全上の支障を生じさせないように

する。動物が人に迷惑を及ぼさないようにするとあります。条令に関しては

北海道動物の愛護及び管理に関する条令があり、遵守事項として第７条第１

項でも逸走防止適正に管理するため、室内十分な広さのある囲いの中その他

の人に危害を加える恐れのない場所または方法で飼養すること。第２号では

十分に運動できる囲いの中で飼養する場合を除き、その種類発育状況、健康

状態等に応じ、人に危害を加える恐れのない場所または方法で適正な運動を

させること。この場合において糞等の汚物を適正に処理し、公園道路等また

は他人の土地等を汚染しないようにすること。第３号では飼い主の制御にし

たがうように必要なしつけ及び訓練をすることとありますが、いずれも罰則

規定はありません。その他飼い主が第三者にケガをさせた場合、飼い主は刑

法上の過失傷害罪や重過失致傷罪に問われる可能性があったり飼い主がわ

ざと犬をけしかけて相手に噛みつかせた場合は傷害罪に問われる可能性も

あります。また、民法第 718 条で動物の占有者等の責任が規定されており、

第１項では動物の占有者はその動物が他人に加えた損害を賠償する責任を

負う。ただし、動物の種類及び性質に従い、相当な注意をもってその管理を

した時はこの限りではないとあり、第２項では占有者に変わって動物を管理

する者も前項の責任を負うとありますので、治療費などを請求することも可

能であるとのことです。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　路上とか公園などで犬の放し飼いは規制はされているけ

れども罰則はないということだと思います。第三者に危害を負わせた場合は

飼い主は罪に問われる場合もあるし、傷害罪にとられる場合もあるというこ
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とがわかりました。今回噛まれた方は先ほども言いましたが噛まれた時はあ

まり感じなかったので相手が誰かも聞かずに家に帰ったということで後か

ら傷口が腫れてもどこにも訴えられない状態だったということでした。傷口

とか犬に噛まれたらどうなのか調べたみたら犬に噛まれて重傷の場合は命

に関わる場合もあるんだということを知って大事に至らなくて良かったな

ということですが、再発を防ぎたいということで、まず犬の放し飼いを禁止

の看板を今回起こった場所に立てていただけないかなと思いますがいかが

ですか。 

 

〔塩谷土木公園担当課長挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　動物の放し飼い禁止については公園だけで

なく道路上でも起きる可能性があります。これは飼い主のモラルの問題であ

り、第三者にケガを負わせてしまった場合、刑事責任や民事責任が発生する

ことは飼い主もわかっていることだと思いますので改めて看板を設置する

ことは考えていません。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　飼い主のモラルとはいえいろいろな人がいます。看板が

あると周りの人も注意したり抑制できるのではないかなと思います。ウチの

犬は人を噛まないって人もいますし、そういった場合もときわ公園のように

広い芝生に行くと放したくなる気持ちはわかる気がします。公園の入口とか

付近に一つ立てておくだけでもいいのかなと思いますが、変な話交通事故が

あったり熊が出没したりしたらその場所に看板立てたりするのは有効だと

思うのですよね。鹿が飛び出す場所に鹿飛び出し注意とかそういったものは

必要だと思うので犬の散歩は結構多いのでときわ公園。その芝生付近に犬の

放し飼い禁止みたいな看板は必要なのかなと思うのですがいかがですか。 

 

〔塩谷土木公園担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　ときわ公園入口があちらこちらにあるんで

すよね。坂を登っていく通路もあればキャンプ場の方からも来たりします。

道路を渡って公園に入ってくればそこで看板が必要かなと。ただ、犬を車に

乗せて駐車場に停めて、そこからまた犬を連れ出すとかいろんなことをシチ

ュエーション考えられるので看板一つで足りるのかという問題もあります

し、なかなかそこの考えが至らないというか難しい部分があって今のところ

はウチの方では看板を設置することは考えてなくて、話的に行けば次の話に

もつながってくるので言いづらいのでここで。 
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〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　わかりました。ただ、そこの場所って今回噛まれた場所

はときわ公園の上のパークゴルフ場のところで噛まれているのです。その時

下の方には広場に子どもたちもたくさん遊ぶ場所があったり、こども園の子

どもたちも遊びに来る場所なのでぜひ注意看板だけでなく、次の質問に行き

ます。ときわ公園内にドッグランを設置してはどうかということで質問させ

ていただきます。 

 

〔塩谷土木公園担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　鹿公園内にドッグランがありますが、町外

からも利用者があり、大変賑わっていると伺っています。過去にていあんく

んによる早来地区にもドッグランがほしいという要望があり、担当課として

も安平、早来、遠浅の各地区に１か所ずつ必要だと思い、今後安平町公園ス

トック再編計画を策定する中で整理していきたいと考えています。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　場所と目途があるのであれば伺います。ときわ公園内に

建設予定ですか。 

 

〔塩谷土木公園担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　場所の選定が非常に難しくて市街地の中に

も作ることができず、やはり公園内に作るのが一番いいのかなと思うのです

が、今現在場所がなくて選定をしている最中ではあるのですが、ときわ公園

の中でここだという場所がまだ見つかっていません。ただ、最近公園内のい

ろんな各施設も利用がされていない場所もあったりしている部分もありま

すので、これを再編計画の中で整理できれば一番いいかなと思うのですが、

もし空き場所があれば適正な場所があればそこに設置したいと考えていま

す。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　ドッグランの設置どうぞよろしくお願いします。 

次の質問に移ります。４つ目はＰＦＡＳ水道水検査義務化について伺いま

す。健康への影響が懸念される有機フッ素化合物ＰＦＡＳ。これは環境省が
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４月から水道水の水質基準にＰＦＡＳのうちＰＦＯＳ、ＰＦＯＡを追加して

水道事業者などに水質検査などを義務化したと。安平町の対応について伺い

ます。１つ目、安平町はいつから検査して採取場所はどこか。その検査結果

について伺います。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　ＰＦＡＳの水質検査について答弁します。安平

町では義務化となる以前の令和６年７月に町独自で臨空浄水場を含む町内

５か所の浄水場でＰＦＡＳの検査を実施しすべて未検出の結果となってい

ます。水質検査の対象となった今年度令和８年度もすでに５月に遠浅公民

館、役場総合庁舎、消防組合追分支所、追分美園地区の個人宅の４つの水系

で浄水の採水検査を行っており、いずれも不検出となっています。この水質

検査の結果は町のホームページでも公表しています。なお、原水については

早来地区の２か所、富岡浄水場と北進浄水場及び追分地区の２か所、安平川

と高橋の沢、こちら湧水です。７月と８月に検査を予定しています。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　確認ですが、水質検査結果は私も見ましたが、わからな

いところ確認ですが、水質検査をした一覧表の中でハイフンになっていると

ころと実際に数値が書いているのがあって 50ng でしたっけ基準が。それに

対して１桁小さい５ng 未満という検査結果が書かれているのがあったので

すが、それも不検出という理解でよろしかったですか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　不検出という内容にはなるのですが、存在しな

いものを０と表示ができないものでして、基準値以下という表記をすると

0.05ｇ以下とかそういう表記にしかならないので、答えとしては不検出とい

うことになっています。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　数字が書かさっていても不検出という理解でよろしいで

すね。わかりました。 

２番目の質問ですが、これまでは目標値とされていた数値が基準化された

と思いますが、検査結果が仮に基準値を超えた場合の対応についてどうされ

るのか伺います。 
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〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　基準値を超えた場合の対応について答弁します。

万が一基準値を超えた場合は直ちに飲用制限の広報周知を行い、生活用水と

して給水を継続します。その上で飲用水については日本水道協会などへ応援

を要請し、速やかに応急給水を行うとともに原因究明も進めます。また、Ｐ

ＦＡＳは自然発生しない物質であるため、日頃から水源のパトロールを行

い、不審なものがないか未然防止対策に努めてまいります。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　ＰＦＡＳは従来の水処理技術で除去が難しくて新たな浄

水設備の導入とか運用を検討しているところもあるようですが、安平町は考

えについては検討されているか伺いたいと思います。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　ＰＦＡＳに対応した浄水施設の建設については

今のところは検討していません。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　全国的には検討しているところもあるようです。それも

非常に高価なのでそれは自治体単体で設置するのではなくて国や道の支援

でやっていけるような体制が必要なのかなとは思っていますが、そのＰＦＡ

Ｓ除去をするには活性炭吸着とかイオン交換樹脂を使った設備改善が必要

だと聞いていますが、費用がどのぐらいかかるとかまた通告にないので申し

訳ないですがもしわかれば教えてください。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　義務化となる前の令和６年７月の時にここの段

階でもしＰＦＡＳが発生した場合にどうするというところで浄水場の処理

がどこまでできるのかそこで検討した時には活性炭を用いてＰＦＡＳを除

去することが可能かどうか検討をしたことがあるのですが、金額まではそこ

で試算していないのが現状なので、金額についてはわからないということで

よろしくお願いします。 
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〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　あと最後の質問ですが、今回そのＰＦＡＳの検査をする

ことになってその水質検査にかかる費用、結構大きいのではないかと思いま

すが、その負担額はどのぐらいあるのか。また、水道料金に加算されるのか

伺います。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　検査費用と水道料金への影響について答弁しま

す。検査は浄水を年４回５月、８月、11 月、２月に４か所、原水を年１回４

か所で行います。１検体あたり税込みで８万 2500 円で年間総額は 165 万円

です。これを世帯数で割ると１世帯あたり約 466 円となりますが、この費用

が直接水道料金に加算されるわけではありません。今後の料金については新

たに作成した水道ビジョン経営戦略案に基づき、施設の更新計画や財政収支

など水道事業会計全体を見据えて総合的に検討してまいります。 

 

〔工藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　工藤議員。 

○８番（工藤秀一君）　わかりました。これらの水道料金に反映される可能性を

懸念する声もありましたが、少し安心しています。また、今後水質検査を行

って安心して水を飲んでいけるようよろしくお願いします。以上で終わりま

す。 

 

○議長（小笠原直治君）　以上で８番工藤秀一議員の一般質問を終わります。次

の質問に入る前に１２時となりましたら一旦休憩を挟みますので予めご了

承願います。それでは３番反町恵議員の一般質問を許します。 

 

 

【通告№７　３番　反町　恵】 

 
〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　町民の方から聞いたりした質問について本日は質問してい

きたいと思います。反対署名による民間事業者の太陽光発電施設計画中止

後、追分豊栄に残された諸課題について。要旨として 2025 年８月に発覚し

た安平町追分豊栄 84・91 番地における民間事業者の太陽光発電計画につい

て、住民は森林環境と生活への影響・配水池と水道管の保存について強く懸
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念し 2025 年 12 月 10 日、反対署名 1120 筆と要望書を安平町長・胆振総合振

興局・民間事業者・土地所有者へ提出。その後、建設は中止となったが、住

民の間にはこれまでの森林開発の経緯への疑問と次の転売・他の開発計画の

可能性への不安が残っている。諸課題について質問を行う。１番、森林伐採、

土砂採掘、農地造成、転売になった場所に太陽光発電施設を設置するという

ことに結果としてなりました。これについて町の見解を伺います。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　反対署名がありました場所での民間事業

者による太陽光発電設備の件については、事前協議前の段階でしたので町と

しては関係法令等に照らしてどうなのかの判断はできませんでしたが、安平

町太陽光発電施設の設置に関する条令で太陽光発電施設を利用し、発電を行

う事業であって、出力の合計が 10kw 以上のものを規制するため、禁止区域

を定めています。ご質問のような場所であったとしても条令で定める禁止区

域以外で関係法令等の手続き、協議とか届け出、許可などが完了し周辺関係

者、住民の方や自治会町内会の方への説明会を開催するなど必要な措置を講

ずれば太陽光発電施設の設置ができるものであり、法令上特段問題がないも

のです。町としては関係法令を冒してまで太陽光発電施設の設置を規制する

ことはできませんのでご理解をお願いします。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　今回の件についてその入口と出口が何年もかかっての話、

所有者も変わっての話ですが、最初の目的と最後の目的が変わってしまった

ということについて住民の間に疑問が残っているのが趣旨だったので、２番

の質問です。今後このようなケースを辿ることのないようにするためにどう

したらいいと考えているかお願いいます。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　今回のケースについては、民間事業者が

町に対して事前協議を行う前の段階で反対運動が起こり、その結果民間事業

者側が中止と判断したものですので、一概にこうすればよいなどの方法を見

出すことが難しいところですが、町としては町政執行方針にもありますよう

に太陽光発電の設置に関する条例の改正を含めた検討を行いたいと考えて

います。 

 

〔反町議員挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　条例の改正を検討していただきたいのですが、その入口と

出口が変わってしまうことについてはどうお考えですか。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　先ほども答弁させていただきましたが、

入口出口というよりは私たちは慣例法令に基づき事務を行いますので、関係

法令上そういう手続きを取っていって問題ないものであれば今の条例上で

規制をすることは難しいと考えています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　わかりました。 

３番です。12 月 10 日の要望書に対するお返事で条令改正を検討するとい

うことですが、具体的な改正の内容と具体的な時期を教えてください。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　条例改正の検討については、すでにゼロ

カーボン推進協議会の中で委員の方やアドバイザーの方からご意見をいた

だきながら継続して協議することで議論を始めているところで、町政執行方

針にもありますように促進地域と抑制地域の明確化、いわゆるゾーニングを

含めた検討にあたり、情報収集に努めている段階です。また、国においても

制度見直しの動きもありますので、その動きにも注視しながら情報収集や調

査を進めていきたいと考えていますので具体的な内容とか改正時期につい

てはまだお示しできる段階ではありませんのでご理解いただきたいと思い

ます。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　条例の改正にはいろいろな検討をしなければならなくて関

係機関への調査とか時間がとてもかかることなのですが、今現状として太陽

光発電の設置はちょっと下火になってはいるのですが、今度昨日から話が出

ているラピダスによる関連企業の開発が今後考えられてきますので、次の質

問に移ります。 

税務住民課へ安平の未来を守る会が改正条例案を提出しています。その中

に記載があるように、①森林破壊を伴う太陽光発電施設の建設は禁止②施工

業者の罰則規定の強化、書類提出の強化、設備撤退する際の基金積立③住民
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立会制、町長の許可制④鹿公園周辺一帯を森林保全区域指定というのを検討

してはどうかと。できればいいのではないかと感じています。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　議員がおっしゃられている条例改正案に

ついては、議員との打ち合わせ時に提供されたものでして、私としてはあく

まで参考資料として提供されたものと認識していますし、条例改正について

は先ほどから答弁しているとおり、条例改正の検討にあたり情報収集や調査

を進めている段階であることや関係法令を冒してまで太陽光発電施設の設

置を規制することはできないことをご理解いただきたいと思います。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　できれば動きをスピード化してほしいのが町民から出てい

る意見です。続きまして５番に移ります。豊栄 84 番地に隣接する 85 番地に

は追分配水池があります。また、84 番と 91 番の間の道路には追分浄水場に

つながる水道管が埋設されています。民有地のこの 84 番と 91 番を民有地の

ままにしておくのは利用目的によっては頻繁な工事車両の通行や重機の搬

入で水道管が破裂する恐れもあります。大丈夫という根拠はあるかどうか伺

います。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　水道管の安全性について答弁します。水道管の

安全確保についてはすでに地権者との間で土地の賃貸者契約を締結してい

ます。水道管の強度に関しても１ｍ以上の埋設深度を確保し、強い材質で耐

震性を備えたダクタイル鋳鉄管を使用しているため重機の搬入等による破

損の恐れはないと考えています。ただし、集中豪雨の後などは道路の路面状

態をしっかりと確認します。万が一地盤の崩れなどの変化が見られた場合は

速やかに埋設状態を調査し、状況に応じた適切な対策を講じてまいります。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　この水道管が埋設された当時はここに重機が搬入されると

毎日何台もトラックが往復する想定がされていないと思います。なので搬入

の恐れがないと考えていらっしゃるということですが、そこは甘いんじゃな

いかなと感じている住民もおりますので、ぜひまったくないということでは

なくて気をつけていただけたらと思います。それから地権者の方へ払ってい
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る賃貸契約の金額と今までどれぐらい払ってきたのかということ合算大体

どれぐらい払ってきたのか、もし今わかれば教えていただければと思いま

す。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　細かく把握していないですが年間９万ぐらいで、

令和５年度から始めたもので現状で 36 万円ほどの支払額となっています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　わかりました。６番に移ります。追分配水池は追分地区住

民の命の泉であり、今後も民有地に挟まれたままにしておくのは将来世代に

とって不安材料であす。土地所有者も安平町が買ってくれる方がよいのでは

と言っているそうです。この土地を町有化し将来にわたって水道設備を守る

ことが将来にわたる追分住民の安心につながると思うがいかがでしょうか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　土地の町有化について答弁します。水道事業に

おいては水道施設の維持管理に必要な土地であれば水道事業での購入を検

討すべきと考えます。しかしながら現時点においては水道管及び水道施設更

新で必要となる土地以外の購入については、住民の皆様からいただく水道料

金を財源とする水道会計で購入することは難しいと考えています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　この追分配水池が今後施設更新が必要となってくる施設で

あるということだと思うのですが、これについて少しご説明いただけます

か。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　追分の豊栄配水池の施設更新は必要となる施設

ですが、これから説明は来月からですかね。水道ビジョンを策定しています

が、豊栄配水池の更新についても水道ビジョンの中ではまだその１０年以内

の更新ができる計画とはなっていません。それまでの間に重要給水施設への

給水管の耐震管とか北進の配水池への送水管の更新とか他にやる事業があ
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りまして、豊栄配水池の更新についてはまだ先の事業となっています。更新

をする場合には現状の土地ではなく、現状の土地を壊してそこに建て替えで

きればいいのですが、その時間帯すべて水道がすべて断水する状況になって

しまいますので、現地での建て替えではなく新たに土地を確保して新たに更

新する配水池となりますので、土地に関してはその計画期間以外のところに

なりますが、必要な土地は出てくるとは認識しています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　そうしますと今ある現状の追分配水池の隣に新しい追分配

水池を作って更新していくことがやりやすい方法だと思います。そうなりま

すとこの配水池を作るには何年かかかるということですのでやはりこの土

地が今 10 年以上先の話ですが、10 年はすぐ来ますので、今の時点で売主が

売る意向があることであれば購入しておくことが必要ではないかと思って

います。 

次の質問に移ります。植林はゼロカーボン政策の一つであり、森の保全・

野生動物の居場所にもなる。ゼロカーボン推進自治体としてはＣＯ２吸収に

ついても取り組み、森林保全のため 84 番・91 番を購入した暁には植林を行

い、元の山林に戻してはどうでしょうか。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　議員おっしゃいますとおりゼロカーボン

の達成にはＣＯ２を吸収する森林の保全は必要であると認識していますが、

只今のご質問は民有地を町が購入した場合のご質問で地権者と民間事業者

との間に契約関係を含めどのようになっているのか町の方では承知してい

ませんし、このような過程でのご質問についての答弁は控えさせていただき

ます。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　民間事業者の方はもう撤退していますので、あとは地権者

と町の問題かと思います。 

次の質問に移ります。森林環境譲与税が国から譲与されています。また、

鹿公園周囲の４㏊を購入する予定になっているとのことですが諸事情により

交渉が延期になっています。これらの費用を 84 番・91 番の購入費用にあて

てはいかがでしょうか。 

 

〔森池産業振興課長挙手〕 

 



‐ 27 ‐

○議長（小笠原直治君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（森池和哉君）　鹿公園の森林４㏊については用地取得に向けて

地権者と交渉している経過はありますが、諸事情による契約がいつ行われる

か不明確であり、予算措置もしていない状況です。したがって購入するとし

た時の財源も決まっていない状況です。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　一応購入する財源は決まってはいない状況ということです

が、予算はどこかを削ってどこかに生み出すといったことになってくると思

いますので必要性があれば予算を取っていただけるのではないかなと思い

ます。このような現状になっていますのでぜひ予算を取っていただけたらと

思います。予算を取って購入していただけたらと思います。 

９番にまいります。２月 27 日の環境フォーラムでは、太陽光発電施設の促

進地域・禁止地域のゾーニングを図っていくとのことでした。太陽光発電施

設に留まらず、町全体の都市計画としてのゾーニングが必要で、それに伴っ

て条例の整備が必要と思うがどう考えるでしょうか。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　太陽光発電施設の設置に関する条例につ

いては先ほど答弁したとおり促進地域と抑制地域のゾーニングを含めた検

討にあたり情報収集や調査に努めている段階です。 

 

〔伊藤施設担当課長挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　続きまして私から町全体の都市計画について

答弁させていただきます。安平町の都市計画については、早来地区は都市計

画区域内、追分地区は都市計画区域外と都市計画を設定している町と設定し

ない町が合併した町です。早来地区の都市計画は当時苫東に関係し、昭和 45

年 11 月 30 日に都市計画決定し、市街化区域及び市街化調整区域を昭和 48

年 12 月 28 日に決定しまして、何度か見直しを行い現在に至っています。早

来地区も当時苫東が関係なければ都市計画決定をすることはなかったので

はと考えられます。以上のことから追分地区については早来地区のような関

係はありませんので、都市計画決定はせず今後も都市計画区域に含める計画

はありません。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 
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○３番（反町恵君）　わかりました。 

10 番です。現代では人類による開発が進みすぎて辛うじて残されている自

然にも手が付けられようとしています。世界的な半導体産業、データセンタ

ー事業の展開により北海道においても貴重な自然の存在が危ぶまれていま

す。将来世代にこの貴重な自然を残すために開発規制区域を設け、新たな森

林や自然環境の破壊を禁止し、計画的に保全してはどうかと思いますがいか

がですか。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　将来世代にこの貴重な自然を残すため、

そして地球を将来に残すために世界や安平町でも進めていますゼロカーボ

ン達成の一つであると認識しています。そもそもゼロカーボンは地球温暖化

の進行を抑制し、持続可能な社会を構築するためで、森林や環境保全しなが

ら再生可能エネルギーなどＣＯ２の排出を削減するための施策とのバラン

スが重要であり、どちらか一方だけ守ったり禁止したりではなく、バランス

を図りながらゼロカーボンの推進に取り組んでいきたいと考えています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　先ほども申し上げましたが、ラピダス関係の開発がこの先

熊本に見られるようにこの地域にやってくる懸念があります。道路の整備と

かそういったことも必要な一方で住宅の整備が必要な一方でやはりここの

貴重な自然環境をどう守るかどうゾーニングしてその地域、道路、住宅、工

場といったものをあと自然とのバランスをどう取っていくのかが今後求め

られていくのではないかと思います。安平町として先ほど山村議員もおっし

ゃっていましたが、教育と福祉を柱にと言っていましたが、ぜひ教育と福祉

と環境を柱に安平町を今後計画していってもらえたらと思います。 

それでは次の質問に移ります。２番として追分地区浄水場施設排水処理・

旧追分町の水道管埋設についてです。追分浄水場では旧施設・新施設の２段

階でパックポリ塩化アルミニウムと苛性ソーダ中和剤を用いて浄水していま

すが、旧施設で沈殿させた細かい砂が入った排水は、半年に一回、設備洗浄

の際に施設外に排出しています。その量は約 70ｔで、その半分が細かい砂だ

ということです。長年その排水は下流の農家のため池で沈殿させ、２年に１

回は町が約 140ｔの砂の掘削、浚渫を行っているとのことですが、その砂は

農家の畑にまかれているということです。また、５月 14 日に白樺１丁目の住

宅建設現場にて掘削工事を行っていたところ、誤って水道管を切断するとい

う事件が起きました。これによって明らかになったことですが、古い道路を

宅地造成した際に水道管を移設していないらしいことが明らかになりまし

た。１番、追分浄水場の周辺を見ると鹿公園の保健保安林の中にあり、面積

が狭く大きな工事を行うと保健保安林が損なわれる危険性のある場所です。
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隣接する青葉豊栄幹線の側溝や白樺２丁目の下水管にその排水を流すことは

できないのでしょうか。 

 

〔下谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　下水道担当課長。 

○下水道担当課長（佐々木貴之君）　浄水場からの排水を道路側溝、下水道に流

すことの可否についてお答えします。まず道路側溝については主に雨水、排

水を流すために設置されているものであり、今回のような砂混じりの排水を

接続することは原則認められていません。公共下水道への受け入れについて

は追分浄水場が下水道区域外にあることから町で別に定めている下水道区

域外戻入取り扱い規定に基づき受け入れの可否を検討しました。検討にあた

り接続先となる下水道管渠の流下能力を確認したところ、既存の計画流量に

追分浄水場からの排水量を加えた場合、当該環境の流下能力を上回ることが

確認されました。具体的には追分浄水場からの排水量が時間あたり 70ｔであ

るのに対し、当該環境での受け入れ可能な排水量は時間あたり 23ｔであり必

要な流下能力を確保できない状況です。このため追分浄水場からの排水を公

共下水道へ受け入れることはできないものと判断しています。なお、公共下

水道への接続にあたっては只今説明した汚水量の他、排除する汚水が水質基

準に適合していること。また、砂などを除去するための除外施設を設置する

ことなどの必要な要件となっています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　わかりました。 

２番として追分浄水場に細かい砂を取り除く設備を導入してはいかがでし

ょうか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　排水処理整備の導入について答弁します。追分

浄水場は水質汚濁防止法が定める特定施設にはあたらないため、泥の処分施

設は設けていません。仮に大規模な浄水場のように泥を乾燥再利用するため

の沈殿池を新設する場合、設置する場所の確保が困難となり、その代替とな

る施設を整備する場合は約２億 8700 万円という費用が必要となります。新

たに作成した水道ビジョン経営戦略案では、今後の人口減少に伴う水道料金

の減額が見込まれている他、老朽化した施設の更新、さらには近年の物価高

騰に伴い水道料金を値上げせざるを得ない計画案となっていることからこ

うした財政状況を考えると新たな沈殿池等の整備は極めて難しい課題であ

ると考えています。また、工事を行う際は一時的に沈殿池の運用を休止しな

ければならないため、住民の皆様へ安全な上水をお届けするためのリスクが
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増大することとなります。以上のことから現在の運用方法についてご理解い

ただきたいと思います。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　その下流の排水が今ため池に溜まっているというため池で

は泥上げをしないといけないということですが、その泥がもう畑に蒔いてき

たということですが、結構いっぱいですよと。それを今度搬出するとなると

トラックの往来が必要になるということでそうすると畑が傷みますという

ことで困っている話でしたがその辺はいかがでしょうか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　これまでも行ってきたことなのですが、浄水場

からの配慮をする際にその地権者の方のところに訪問してどのタイミング

でどれぐらいの量を浚渫したらいいか協議をしていくことでご理解いただ

きたいなと思っています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　わかりました。 

次の３番に行きます。追分地区では埋設の申請がなかったため図面が残っ

ていない水道管が存在するということです。水道管の切断は数時間で豊栄配

水池の水が失われ、広域の住民の断水につながる恐れがあります。このこと

についてどう対策していますか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　水道漏水事故の対策について答弁します。安平

町では管路台帳システムを導入し、水道管の埋設確認や管の種類、管の直径、

バルブの位置などの管理運営を行っています。このシステムはこれまでも書

面で残されていた水道図面を網羅的に収集し、地図上にデジタル表示したも

ので毎年更新を行っているシステムです。今回の破損事故は実際に通水され

ている給水管が埋設されていたにも関わらず、過去の経緯からこのシステム

の図面上に表示されていなかったために発生したものとなります。復旧工事

にあたっては既存のバルブを閉めた場合約130戸が断水となることが判明し

たため、復旧にかかる時間と排水量、また、配水池の水量を計算し、リスク

管理を行った上で 130 戸の断水ではなく、新たにバルブを取り付ける工事が

可能と判断し施工したものとなります。復旧まで約 10 時間 375ｔの水が排水
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となりました。なお、今後の対策としては管路図面が表示されていない箇所

であっても近くを掘削する場合は注意喚起を徹底してまいります。さらに状

況に応じて事前に手彫りなどで位置を確認する試掘を行うといった対策を

講じ再発防止に努めていきたいと考えています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　そうした水道工事が行われるということは具体的には工事

する会社の人が行うことになるかと思います。いろんな町内にも札幌の方か

らも業者がいらっしゃったりする場合もあります。そうした場合にはどうい

う流れになりますか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　例えば住宅を建てる場合にその土地に埋設され

ている水道管があるのかないのかという確認を水道課の方に来られますの

で、そこをまずは本管から給水できる管があるのかどうかと言ったところの

図面をこのシステムから出して給水できるできないという話を説明させて

いただいています。あとは掘削する際の注意点を促していきたいと考えてい

ます。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　お願いします。 

４番です。失われた水道代金の請求はどうなりますか。また、水道管の切

断により周辺住民は水の濁りがなくなるまで水を流し続けるということをし

なければならなかった。その際に生じた水道料はどうなりますか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　水道料金の請求について答弁します。水道管の

切断による損失費用の請求については原則として原因者負担となります。し

かしながら今回の事故においては工事を行った業者は事前に水道課窓口に

て埋設確認の手続きを行っており、図面に記載がなかったという背景から業

者を原因者として特定することは困難であると考えています。よって今回の

損失は水道会計の負担とすべきものと考えています。また、水道管の切断復

帰に伴い、水の濁りがなくなるまで宅内で排水していただいた分の水道料金

については、基本料金を除いた超過分から 100％免除とする対応を取らせて

いただいています。 
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〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　そうしたらその対応をとった住宅の方にはご説明いただい

ていますか。 

 

〔谷村水道担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　水道担当課長。 

○水道担当課長（谷村英俊君）　はい。料金は免除しますので濁りがなくなるま

で出しっぱなしにしてくださいという話はしています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　わかりました。この質問は以上で終わりにして次にまいり

ます。３番として令和８年４月 12 日執行安平町議会議員選挙について。要

旨、令和８年４月 12 日安平町議会議員選出のため、選挙が行われました。

投票率は 59.2％でした。１番、町民の町政に対する意識の低さと考えますが

町としてはどのようにお考えですか。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　選挙の関係ですので選挙管理委員会の書記長とし

てご答弁させていただきます。平成 18 年４月の安平町初の選挙については

町長選挙と町議選挙が同時執行でしたので、82.97％という高い投票率でし

たが、その後は投票率が低下する傾向にありまして、直近４月の町議会議員

選挙においては町長選挙が無投票であったことも影響しまして、投票率はご

指摘のとおり 59.24％と極めて低い結果となりました。この要因ですが、本

来国政選挙よりも身近であるはずの町議会議員選挙でありながら直近の真

冬に行われた衆議院選挙よりも投票率が低い結果でしたから、若者の政治離

れといった一般的な理由だけでは説明ができない状況にあるのではないか

と推測されています。いずれにしても選挙は我が国の民主主義の根幹を成す

制度でして、町民が政治に参加し、主権者としてその意思を町政に反映させ

るための重要な機会ですから、現状については重大な懸念をいただいていま

す。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　私も自分がこういう立場になる前は正直あまり詳しくなか
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ったですし、関心も薄かったのかなと思います。町民からは２番に移ります

がやはり選挙の選出に出ている人が誰かわからないという声も聞こえてき

ます。そういったことも影響していると思うのですが、これに対する対策は

何か考えられないですか。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　選挙管理委員会としては、まず立候補者の氏名や

政策等を周知する手段として公職選挙法においては例えば今回もご注文い

ただきましたがポスター掲示場の設置とか、選挙ビラの配布、選挙公報の発

行というものが想定されます。このうち選挙公報の発行については過去にも

議会の中で議論をいただきましたが、町村の選挙運動期間が５日間と限られ

た中でして、町独自に選挙公報を発行しても町内への全戸への配布期間、配

布方法等に問題がありまして、公職選挙法でも町村レベルの地方選挙では発

行が任意とされていることもあり、現実に至っておりません。加えて仮に紙

媒体である選挙公報を発行した場合についても有権者の投票行為を向上さ

せる効果というものについて特に投票率を向上させたい年代層に対して極

めて限定的になるのかなと推測しています。一方で近年は公職選挙法の改正

によりまして公費負担の選挙ビラの配布が可能になったこと、また、インタ

ーネット活用による選挙運動が認められていること。こうした状況にありま

して投票立候補者の独自に情報発信手段の多様化が図られています。このよ

うに投票率の向上に向けた公職選挙法の改正なども実施されていますこと

から今後も国の動きに注視してまいりたいと考えています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　わかりました。その他に考えられることでできれば広報紙、

選挙公報というのが配られると一番効果が高いのではないかと思いますが、

今いただいた課題があってなかなか難しいのも理解できます。あとは町のホ

ームページ等にそれを貼るということはできるのかなという気はします。そ

れから選挙活動の自由という法律みたいなのがあると思うのですが、それに

反対するようなものになってしまうかもしれないですが、例えば町のバスに

立候補者全員が同乗して各町内会の会館に何時にそれが来ますみたいな時

間割を作って町内会の人が気軽に候補者と全員がどんな方か、触れ合えるみ

たいにしたらどうかと考えたりもしました。その選出に出ている人が誰かわ

からないという声があるとのことだったのですが、これに関連して３番で公

職選挙法では居住実態調査に関する記述はないが、町独自の選挙に関する条

例を制定し、立候補者の居住実態が伴うことを追加することについてどのよ

うな見解をもっていらっしゃいますか。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　公職選挙法では町議会議員の被選挙権について住

所要件として引き続き３か月以上の当該市町村区域外に住所を有すること

という規定がすでに成されています。被選挙権は法律により定められている

基本的な事項でして、法律要件については市町村、地方自治体が条例により

独自に資格要件を追加することについては法的な整合性、地方自治法の第 14

条に基づく条例の制定権の限界の範囲にあるかどうかによって検討が必要

であり、慎重な対応が必要と考えています。よって町独自の条例によって居

住実態要件を追加することについては課題が多いものと認識していますが、

もし議員の方でいろいろお調べになられて独自の条例があるということで

あればちょっと充てていただければと思います。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　すみません。そういった調査はまだしていませんけれんど

も民法 22 条では各人の生活の本拠をその者の住所とするとなっています。

ですので議会議員その他町長もそうですが、町の役場の人事の今月の広報笑

顔にも書いてありましたけれども安平町に採用された後は安平町に在住す

ることと書かれています。やはり住民の代表ということになりますのでそこ

を基盤に隣の人とかいろんなネットワークを作った中から選出される議員

や役職に就く方、町の職員が身近な町政の問題等を取り組んでいける人材と

なってくると思いますので、条例を付け加えてもよろしいのかなと考えてい

ます。これで以上となります。 

 

○議長（小笠原直治君）　以上で３番反町恵議員の一般質問を終わります。ここ

で午後１時まで休憩とします。 

 

 

（休憩開始１１５８） 

（休憩終了１３００） 

 

 

○議長（小笠原直治君）　休憩前に引き続き会議を開きます。次に６番神野祐太

議員の一般質問を許します。 

 

 

【通告№８　６番　神野　祐太】 

 
〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 
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○６番（神野祐太君）　６番神野です。初めての一般質問で勉強不足な点がたく

さんありますが、５つほど質問したいと思いますので皆様よろしくお願いし

ます。まず１番、あびらチャンネルの議会放送についてです。議会放送を今

現在パソコンやホームページの配信システムの方を作っていただいていま

すが、ネット環境や携帯操作などが難しい方や昼間の仕事の方で議会配信が

見られない方から意見をいただきまして、可能であればあびらチャンネル内

の放送で配信していただければ夜とかでもゆっくり見られる時間があった

り、できたらいいなという意見がありました。それに伴って今後あびらチャ

ンネル内での放送予定があるかどうか伺います。 

 

〔池田情報担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　議会中継の再放送または録画放送についてです

が、これまでも何度かご質問がありまして、その時点から現在までの状況に

おいて大きな変化がないことからこれまでと同様のご答弁となりますこと

をご容赦いただければと思います。議会中継の再放送が難しい理由として

は、一つに放送機器などのハード的な面ともう一つ映像の編集作業とか番組

の編成の組み替えなどに関するソフト的な面に課題があると認識していま

す。まず、放送機器に関する課題をご説明します。ご質問のとおり例えば議

会の一般質問だけでも再放送するとなった場合、番組として制作するための

放送データの記録とか保存をすることが必要となります。今回の議会を例に

しますと９名の議員の皆様方から一般質問がありましたので、１人最大で１

時間と考えると９時間分のデータの記録が必要になってくることになりま

す。現在放送をしている機器、設置してある機器についてはそこまでの容量

に対応していないことがありまして、まずはその機器を改修しなければいけ

ない必要が出てまいります。それには多額の費用が必要となることがありま

す。次にソフト的な面での放送データの編集等に関する課題ですが、テレビ

で流す番組としての放送データを製作するにあたりましては、まずすべての

内容を改めて確認して編集を行わなければならないことが必要になってき

ます。それには人員、作業時間の確保が必要となりますが、これが現在の人

員では難しいことがあります。また、現在では２時間の番組を朝６時から夜

24 時までの間で 18 時間の間で２時間の番組を９回繰り返して放送している

設定となっているのですが、一般質問先ほど申しました今回で言うと９時間

の番組を流すとなるとこの 18 時間の中での放送時間の変更とか番組編成の

組み替えがその都度必要となるということで、編集作業に加えてこちらの作

業についても人員と時間の確保が必要になりまして、現行の人員、体制では

厳しい結論に至っていまして、あびらチャンネルでの議会中継、一般質問再

放送は現状の状況において当面予定はないことになっていますのでご理解

お願いできればと思っています。 

 

〔神野議員挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　次２番に移らせていただきます。こちらは被るところが

あると思いますがよろしくお願いします。２番、あびらチャンネルのライブ

放送についてです。私の選挙の時になりますが、あびらチャンネル内でリア

ルタイム速報とか開票場の配信は難しいかなとは思うのですが、テロップ上

での途中開票経過とかテレビチャンネル内で放送することは難しいのだろ

うかという町民の方から意見を伺いましてご質問させていただきます。それ

に伴ってライブ放送の現実と現在の状況をもう１回伺います。 

 

〔池田情報担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　あびらチャンネルのライブ放送の現在の状況で

すが、あびらチャンネルが始まってからこの議会中継の生放送、リアルタイ

ム配信を実施していますが、その設備に関してはこの議場に何か所か設置さ

れているカメラとそれに関連する放送設備があるのですが、このカメラとこ

こにある設備のみがリアルタイム配信、生放送に対応している機器という構

成になっていまして、このあびらチャンネルのライブ配信は基本的に議会中

継に特化した設備となっています。このことからご質問いただきました開票

速報などの議会中継以外、ここ以外でのライブ放送への対応は機器構成的に

現状難しいです。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　開票速報などのライブ放送の実現は難しいというのはお

答えいただきわかったのですが、開票場での機械設置などは現実的に難しい

かと思いますが、今議場にある配信システムを使用してパソコンなど開票テ

ロップなどの配信とかは可能なのか伺います。 

 

〔池田情報担当課長挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　構成的な点で言えば先ほど説明したとおりこの

場所でのカメラと機器の操作が必要ということで例えば開票は町民センタ

ーで行っていまして、そことここに人員を配置してここの機器を使って配信

をすることに関して言えば可能か不可能かで言えば可能ではないかと思っ

ています。ただ、そのためには機器を操作する人員、ここに開票速報を持っ

て配置する人員が必要になってまいりまして、我々情報担当グループの職員

も選挙管理委員会の書記として開票作業を行っていることからそちらの人

員を削ってここに配置して放送するのはなかなか人員的に難しいかなと現

状で今考えているところです。 
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〔及川町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　若干補足します。現状そのとおりです。そしてこのあ

びらチャンネルだけでなくこれはホームページとかですが、選挙管理委員会

特に情報グループの職員も含めて現場の投票率といったことも定期的に選

挙速報で情報提供させていただいていますし、また、開票についても開票結

果もホームページに掲載し、昔でいけばそこまでいかなければわからない情

報も自宅でもあびらチャンネルではないですが届くような努力はしてきた

ところですし、その一方で開票時間の短縮も求められていて、その開票の開

始時間を早めるといった取り組みを行っていたり、また、人員をなるべく少

数で執行できる形でやっていますのでマンパワーをかけながらこの議場で

担当者を配置しながらそれをやるところまでその選挙を執行する都度やっ

ていくのは非常に経費的な部分含めてあるということですのでご理解いた

だければと思っています。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　補足ありがとうございます。続きましてまたあびらチャ

ンネルのことになりますが、次は企業訪問のＰＲについて伺います。安平町

は千歳なり苫小牧なり商圏が近く、車で 20 分も走れば買い物ができる環境

にありますが、小さなことや困りごとなかなか町内の対応が難しい現実があ

ると思います。そこであびらチャンネル内で町内の設備会社、建設会社、電

気屋、各種サービス、飲食店などの企業訪問をして町内の企業の特色、お店

のスタッフの人柄紹介などより町民に向けて知名度をアップしていただけ

ればと考えています。以前、企業紹介的な番組が放送されていた記憶があり

ますが、今後もこのような企画を放送する案などあるかどうか伺います。 

 

〔池田情報担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　情報担当課長。 

○情報担当課長（池田恵司君）　現在あびらチャンネルではイベントや行事など

を取材した町内の出来事という番組の他、いろいろな企画のもとに制作した

特別番組を放送しています。この度のご質問にありました例えば企業のＰＲ

で企業だけに限定したものではありませんが、町内でいろいろな活動をされ

ている個人の方とか団体、企業も含めて番組として取り上げていく企画がち

ょうどスタートしていまして、この６月 16 日からの放送を開始しています。

今後もこの企画の中でご質問にあった企業に関してもＰＲをできるような

紹介するような番組を取り上げていければと考えているところです。 

 

〔神野議員挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

〇６番（神野祐太君）　今朝も私あびらチャンネルでブーストやアビライクプロ

ジェクトなどチャンネルを拝見してきました。これからもあびらチャンネル

やインスタグラム、ＹｏｕＴｕｂｅのあびらチャンネルなどを放送を通じて

町の魅力を町内外へより一層積極的に配信していただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

続きまして４番の質問に移らせていただきます。４番、ヒグマ対策につい

てです。現在ニュースや新聞などで敷地内に熊とか家の敷地内に熊など騒が

れていますが、道のヒグマ対策としてヒグマゾーニング管理という対策があ

ります。そこで安平町としてその対策に参加しているのかどうかを伺います。 

 

〔森池産業振興担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　北海道は令和６年 12 月に北海道ヒグマ管

理計画を改定し、新たにゾーニング管理の推進が方策として位置づけられ、

令和７年３月に北海道ヒグマゾーニング管理ガイドラインが制定されてい

ますが、安平町として現在ヒグマゾーニング計画は策定していない状況にな

っています。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　そこで町としての対策の予定などはあるかどうか伺いま

す。 

 

〔森池産業振興担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　町の対策としては、これまで同様、熊の痕

跡情報に応じて現地確認を行い、必要に応じてハンター要請、広報活動等に

よる注意喚起を行い対応してまいりたいと考えています。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　追加なのですが、もし熊を見かけた時などの緊急連絡先

などをどのような連絡手順が一番スムーズなのか教えていただきたいです。 

 

〔森池産業振興担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　産業振興担当課長。 

○産業振興担当課長（森池和哉君）　一般的なこれまでの通報状況でいくと国道
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並びに道道ですと一般的には苫小牧警察並びに最寄りの警察に目撃者が連

絡していただいています。また、町内の農業者等については直接役場の産業

振興課に連絡が来る場合もあります。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　私も一生活者の一人として敷地内の草刈りや誘因物の除

去など可能な限り個人的にも防除策を実践してまいりたいと思います。続き

まして最後の質問に移らせていただきます。 

５番、中東情勢悪化の影響についてです。これもニュースなどで中東情勢

悪化の影響を受けて石油製品を筆頭にあらゆるものが品不足、高値止まりで

民間の業者もあたふたしている状況です。そこで安平町としての現状、町内

における建設工事などに対する影響などどのようなものを受けているか伺い

ます。 

 

〔木林財政担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　町としての現状認識ですが、皆様ご承知のとお

り令和８年２月下旬にアメリカとイスラエルがイランに対し軍事攻撃を行

ったのをきっかけにホルムズ海峡が封鎖され、エネルギー供給や物流が止ま

り、これまでの新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢などによる物流

費、人件費及び物価の高騰に拍車がかかるとともに国は目詰まりと言ってい

ますがナフサ、重油、アスファルト、オイルなど石油製品の不足に至ったも

のと認識しています。次に町への影響ですが、建設工事の影響は次の質問

（２）でご答弁申し上げますので、それ以外の影響を申し上げます。まず、

事務で使用する紙、セロテープや養生テープいろいろありますがテープ類、

印刷機やプリンターのインクといった消耗品は一部はすでに値上がりをし

ており、物によっては納期が未定という商品もあるため、その都度価格や納

期などを確認しながら発注をしていますが、消耗品の在庫が底を尽くという

状況には至っていません。次に燃料関係ですが、ガソリンは国の補助で価格

は安定していますが、重油については業者によってその状況は大きく異な

り、価格が高止まりで推移している業者、取り扱える量が不足している業者

がいまして、公共施設の一部では重油を使用しているため、重油の確保につ

いて担当課では大変苦労していますが、注文ができないという状況にはまだ

至っていません。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　次に町の公共工事などの入札や発注、買入等の影響につ

いて伺います。 
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〔木林財政担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　町の公共工事の影響ですが、５月 22 日までに

生じた入札随意契約の影響調査を行っています。その結果６件の入札に影響

が出ており、資材価格の高騰による設計価格の増加、予算不足に陥ったのが

４件。それから工事資材の受注停止による入札時期の留保が２件となってい

ます。前段の町の建設工事に対する影響ですが、今具体的に出ているわけで

はないですが、建設協会さんから伺ったお話ではユンボなどの重機で使用す

るブルですが、これとエンジンオイルが品薄となって特にあのブルがないと

エンジンがかかりませんので重機が使用できなくなる恐れがあって工事へ

の影響、除雪への影響といった懸念が建設協会では示されています。町にお

いても同じような懸念を持っています。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　最後に町としてこれからどのような対策を取られていく

のか伺います。 

 

〔木林財政担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　今後の対策ですが、すでに契約を終えた工事な

どで資材の調達が難しい場合や価格の高騰、工期の見直しなど要請があれば

適宜協議を行いますとともに今後発注する工事については情報収集に努め、

適切な請負代金の設定や適正な工期を確保し発注してまいりたいと考えて

います。なお、中東情勢を踏まえた適正な対応については３月と６月に町内

の関係課及び関係する職員に対して庁内メールで周知しています。 

 

〔神野議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　神野議員。 

○６番（神野祐太君）　一刻も早く中東情勢が安定し、普通の生活が戻ってくる

ことと世界の皆様の平和を願いまして私の一般質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

 

○議長（小笠原直治君）　以上で６番神野祐太議員の一般質問を終わります。次

に１番三浦恵美子議員の一般質問を許します。 

 

 

【通告№９　１番　三浦　恵美子】 
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〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　三浦です。よろしくお願いします。はじめに北海道胆

振東部地震からの復興についてを伺います。８年前に発災した北海道胆振東

部地震からの復興状況とこれからの方向性について伺います。一つ目、復興

まちづくり計画の中で令和５年以降に継続、着手済みとされた 38 の取り組

みについて現在の進捗状況を伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　まず質問がありました安平町復興まちづくり計画

については、令和元年度から４年度までを計画期間として第２次安平町総合

計画中期基本計画と一体的に進めてきました。計画期間が満了する令和４年

９月開催の議会全員協議会において中期基本計画とともに復興まちづくり

計画の評価検証をと説明させていただいています。また、令和５年度以降に

ついては総合計画の後期基本計画へ盛り込みながら現在まで各種取り組み

を行いながらまちづくりを進めてきています。ご質問がありました令和５年

度以降に継続着手済みとなっている 38 の取り組みについては昨年９月議会

において三浦議員からの一般質問に対して答弁させていただきました件と

認識しています。これまでにも説明していますが、復興関連にかかる大きな

事業については、令和６年度の町民センターの大規模改修により完了したと

ころです。昨年答弁した継続着手済みの事業 38 件については、基本的には

概ね完了と認識していますが、震災に関わらず町として継続的に取り組むべ

きものや時代の変化に応じて見直しをかけるべきものもありますので、引き

続き継続して対応にあたることが必要だと考えています。継続に関して具体

的に申し上げますと被災者の心とストレスの軽減対応、震災に関わらず行政

として取り組みが必要となる防災訓練をはじめとした地域防災力の向上、今

後の災害に備えた取り組みといったものは継続して取り組んでいくことが

必要だと認識しています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　只今のご答弁で防災減災について言及があったと思う

のですが、震災の記憶を後生に伝える取り組みは復興に関する内容について

町政執行方針にも記載がなかったのですが、私個人的には継続する必要があ

るのではないかと思っています。こちらに関しては復興まちづくり計画に記

載が基本方針４、未来へつなげる復興に記載があったのですが、計画上は令

和２年で終了となっていて確か冊子を作ったかと思うのですが、地震の経験

を防災減災に活かすならばこの事業も継続する必要があるのではないかと
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考えていますがご認識を伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　今ご質問にありました後生に伝える部分について

は、安平町のホームページで震災復興関連のデジタルアーカイブ化というこ

とで出していまして、継続して後生に伝える部分になろうかなと思っていま

す。また、各種視察等行政側で受けている時がありますが、その中でも震災

した町としていろいろご質問いただいていますので、いろいろと受け答え等

させていただいています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　戦争もそうですがこの地震を体験していない世代も

次々と出てくる中でどう防災減災を進めていくかも問題になってくると思

いますので、継続した何か取り組み、ホームページに載せるとかではない何

かそういうものを今後お考えいただけるか伺います。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　防災の関係ですので私からお答えします。ご承知

のとおり毎年議員におかれては９月に防災関連のご質問をいただいていま

すが、その際のご答弁と被りますが、まず、復興まちづくり計画が終了した

後はそれぞれの個別の具体的な防災対策にフェースが切り替わっている認

識でして、昨年から力を入れていますのは防災訓練とか防災に関するイベン

トとか自主防災の組織による交流会といったものの将来に向かっての防災

対策といったもので過去の震災の記憶を引き継いでいこうというのが町の

対応です。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　例えばその防災訓練の中で胆振東部地震の時はこうだ

ったからこういう訓練していますみたいなやり方をしていくということで

よろしいですか。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　災害対応は地震のみならず風水害もいろいろあっ
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て、飽きがこないように訓練等は進めていかなければならないと思います

が、現在喫緊の課題というか大きな災害の要素は石狩低地東縁断層帯での地

震を想定した訓練が昨年もそれを想定して訓練しましたが、実は今年度も同

じ時期に同様の訓練をやろうと思っていまして、そういったもので引き継い

でいきたいと考えています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　では只今の答弁を踏まえながら次の質問に移ります。

２つ目、北海道胆振東部地震３町復興推進協議会設立についてを伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　続きまして北海道胆振東部地震３町復興推進協議

会のご質問ですが、こちら構成団体は厚真町、むかわ町、安平町の３町で、

令和８年５月 18 日に設立しています。設立目的については胆振東部地震か

らの復興推進で時間の経過とともに新たに顕在化する諸課題に対し、被災３

町が継続的に相互連携しながら住民生活の再建、地域の強靭化を推進するこ

とを目的に設立しています。経緯としては震災以降これまでも３町で国や北

海道へ陳情、要望を行っていますが、震災からの時間経過とともに風化して

いくことを懸念しており、しっかりと国や北海道へ伝えていくことが重要だ

ということで、胆振東部地震で最も被害が大きかった厚真町からのお話があ

りまして、震災からの復興について各町でフェーズが異なるところはありま

すが、被災３町という枠組みで今回の設立に至っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　まず一点確認させてもらいたいのですが、令和８年度

の当初予算に計上されました北海道胆振東部地震３町復興推進協議会負担

金。当時は仮称だったと思うのですが、こちら 10 万円が予算付けされたの

ですが、この負担金に関してどのような用途があるのか伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　10 万円ということで各町 10 万ずつで協議会とし

ては 30 万円の予算になっています。先ほどご説明したとおり国や道の方に

要望を行く時の要望書の作成経費、また、要望活動の旅費等に充てる予定で

す。 
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〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　この予算は各町 10 万円で年間 30 万という予算を１年

間出ない範囲で活動するということでよろしいですか。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　５月に設立総会をした時には、まずは 10 万円ず

つということで計 30 万でやっていきましょうというお話になっています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　では活動内容によって変化がある事業と理解してもよ

ろしいですか。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　設立総会の時にはいろんな期成会の活動もありま

すので、まずは震災の関係でできるところからやっていきましょうというこ

となので基本的には今予算を上げた中で対応していくことになろうかなと

思っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　ではもう１点確認したいのですが、こちらの協議会の

設立にあたりまして今年５月 20 日の北海道新聞で報道されたと思うのです

が。こちらプレス発表する前に正式に設立したことを協議会開くほどではな

いかもしれないですが設立しましたと議会に報告がなかったのはなぜか伺

います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　今ご質問を受けて議会に報告をしておくべきだっ

たと思っています。申し訳ありませんでした。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 



‐ 45 ‐

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　今後はよろしくお願いします。 

では次の質問に移ります。３つ目、安平町として復興しなければならない

事業について伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　只今のご質問ですが、前段でまず答弁申し上げま

したとおり復興まちづくり計画については、計画期間を満了し、その後の令

和５年度以降については、第２次安平町総合計画、後期基本計画へ盛り込み

ながらまちづくりを進めてきていまして、震災に関わらず行政として継続的

に行っていかなければいけないものがありますが、基本的には概ね完了して

います。議員ご質問の件については、これまで議会の一般質問でも質疑をい

ただいていますが、旧早来中学校の解体については継続的な課題として認識

しています。ただし、これまでにも答弁させていただいているとおり財政的

な課題等により解体、除却には至っていないのが実情です。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　まず復興まちづくり計画の基本方針２の災害に強い町、

人づくりにこちらの解体をすると載っているので、ちょっと遅れているとは

思うのですが、認識は一致していると思うのですが、もう１点、公共インフ

ラの早期復旧、機能強化も復興まちづくり計画の同じ項に書かれていると思

うのですが、昨日の高山議員への一般質問のご答弁にあったとおり先送りし

たインフラ整備もあり、ダメージが残っているとおっしゃっていただいたの

ですが、こちらに関してはどのような認識でいらっしゃるか伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　もう一度ご質問の確認だったのですが、答弁とし

ては早来中学校解体の部分だったのですが、そうではなくてインフラに対し

ての遅れのご質問ということでよろしいですか。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　今旧早来中学校の解体についてはまだ残っているとい

う認識が一致したということでもう１点について町道の整備について積み

残しがあるかどうか、こちらも復興しなければいけない事業に入るかどうか

をお伺いしたかったのですが。 
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〔塩谷土木公園担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　土木公園担当課長。 

○土木公園担当課長（塩谷慎嗣君）　昨日の質問の中でも同じようなことが質問

されまして、一応我々担当としては胆振東部地震で被災を受けたところにつ

いては一応完了しているという認識です。ただ、その地震の影響によってそ

の他の被害を受けた。被害というより昨日もお話がありましたが道路の凹凸

とか直接的な部分よりかは間接的に被害を受けたという道路もありますの

で、その部分については今後道路の舗装修繕関係について粛々と進めていく

と考えています。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　公共インフラで道路の関係で今答弁しました。震災の

影響というのは根深く、上下水道の管についても上水は特に漏水も震災直後

結構あってそれを見つけて修繕してきましたが、まだ完全にそこは終わって

いないと思っていますし、胆振東部地震の復旧復興を全力でやってきたため

にそれが例えば地震がなかった際に計画的にやっていかなければならなか

ったような事業も実際先送りになっている部分がありますか。そういった意

味で直接原因、地震による被害のものだけでなく間接的に影響が出ているも

のもあるのでそういったことも含めて先ほど設立した胆振東部３町の中で

北海道だったり国に実情をきちんと伝えながら財源についての確保を行っ

ていきたいという趣旨で設立を行いましたしこれからも予防を行っていき

たいと考えています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　たぶん行政側の皆さんの認識と私が町民の皆さんから

お聞きしている状況では少し誤差があるのかなと思うのですが、たぶん漏水

だったり酷い被災による損壊をした場所は概ね修繕していただいたと思う

のですが、地震の時にあそこが壊れたんだよね。ひび割れたんだよね。だけ

ど手付かずでみたいな部分がないことはないと。今町長も完全には終わって

いないとおっしゃっていただいたのですが、そういう部分もあるのかなと思

うのですが。どこが被災で壊れてどこが経年劣化かもわからない部分もある

かと思うのですが、そのご答弁も踏まえて次につなげていきたいと思うので

すが、混ざってしまって申し訳ないですが４つ目の復興が完了していない事

業に対して国、北海道からの財源措置があるかどうかまず伺います。 

 

〔木林財政担当課長挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　ご質問されている中身と噛み合わなければご容

赦ください。旧早来中学校の解体ですが、これまでも継続して財源を調べて

いますが、対象となる補助事業は現状確認できていませんので、記載によっ

て事業を進めることになろうかと考えています。現在想定している記載です

が、公共施設等適正管理推進事業債で充当率は 90％。こちらは施設の集約化、

複合化を行う場合の除却事業が対象となるものです。交付税措置は 50％。細

かいルールがあるので50％行かないと思いますが基本50％となっています。

ただ、国が示している資料の中ではこの起債は令和８年度までとなっていま

すので、令和９年度以降この起債が利用できるかどうかは現時点では未定と

なっていますので先ほど出てきました復興の関係の協議会も立ち上げてい

ますので、要望活動を行いながら継続されることを願っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　只今ご答弁いただきました早来中学校の解体について、

今ご答弁いただいた公共施設等適正管理推進事業債が使えるかもしれない

とおっしゃっていただいたのですが、期限も国がやることなのでわからない

とは思うのですが、一応区切りとして令和８年度までということだったので

すが、この先使えるかどうかはわからないということであれば、できれば今

年度中にできる道を探ることができないかをちょっと解体せずに置いてお

くと防犯上も防災上も良くないと思うのでどのような認識か伺います。 

 

〔木林財政担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　中学校の解体費については正確な金額は積算し

ていませんが、確か記憶では３億 5000 万程度かかるのではないかというこ

とで記憶しています。それを令和８年度起債を借りて仮に実施した場合は、

据え置き期間もありますがざっくり割り返すと 10 年でお返ししなければダ

メだと。と言いますと 3500 万プラス金利を払っていかなければダメなので

すが、現状は新しい中学校の償還も始まったばかりですし、それから消防本

署を厚真に新しい建物ができていますが、そちらの償還もこれから始まって

いくわけです。そこに旧中学校の解体費が上乗せになるとなかなか町の経営

としては厳しくなるのではないかなと考えています。こちらの解体時期です

が、一応今のところはこれから策定します長期財政推計、財政計画の方で解

体時期などがお示しできればということで現状考えています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　例えば２つの大きな償還時期が目途がついてから長期
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財政推計を作成しながら時期を決定していくことだと思うのですが、世界情

勢もどうなるかわからない中で物価も上がっているので、できれば早めにや

って解体費用を本当はもっと前にやって押さえておきたかったところです

が、そちらは少しでも経費が抑えられることをやっていただけるということ

をお願いして次に移りたいと思うのですが、先ほど触れた２つ目のやって終

わっていないのではないかという事業の内容について町道が傷んでいる部

分であるのですが、町道に関して財源もいろいろあって難しいかと思うので

すが、こちらの財源について町政執行方針でしたか言及があったので、こち

ら３つ目の経済産業の持続可能な馬産業の発展と地域振興に着目して得ら

れたふるさと納税などの寄付金を各種インフラ整備へ優先活用する仕組み

づくりを進めていくということなのですが、こちら具体的に持続的に財源を

確保できる何年にもわたって町道の整備を行うと思うのですがそういう方

策があるのかどうか今時点でわかることがあれば伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　今回執行方針については今後４年間の取り組み、

目指すべきところを掲載させていたいだいまして、まだご質問あるようなと

ころについては具体的な検討までには至っていません。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　財源の可能性の一つとして考えているという程度で受

け止めてよろしいですか。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　そのとおりです。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　先ほど道路に関してどこが主催した当時のものかがわ

からないかもしれないというお話はしたのですが、そういう財源の可能性も

模索していただけたらと思うのですが、例えば８年前に被災した当時に備荒

資金などたくさん支障したとしても被災した箇所を下水道破損を直すとか

穴空いたところを埋めるだけでなく、道幅の広い主要道路だけでも一本綺麗

に直していたら現在の維持管理費のための修繕費用とかを比較しても安く

済んだのかもしれないなと考えたのですが、この道路が壊れたままの状態で

は耳にタコなぐらい言われて担当課の皆さんも行政の皆さんもわかってい
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ると思うのですが、町民の皆さんの生活が不自由なままであると同時にこう

いう方もいて被災した当時のままの道路を見ると地震で被災した時のこと

を思い出して辛くなる町民もいるし、私もいるのではないかと考えていま

す。インフラ整備の財源の一つがさっき言ったとおり町政執行方針で可能性

が示されたのですが、いろいろさまざまな財源を模索していらっしゃると思

うのですが、できるだけいち早く一本でも道路が綺麗に治ったらああ良かっ

たって町民の皆さんも思うと思うので。担当課の皆さんが必死で頑張ってら

っしゃることは重々伝わってきているのですが、もしそこら辺財源の確保の

仕方も首長の町長も一生懸命考えてくれているとは思うのですが、町民の生

活の確保と防災の観点からこちらのインフレ整備は最優先課題と私はその

一つ一つを位置づけているのですが、万が一道路がきちんと整備されていな

いともう一度あってはならないし、あってはほしくないのですが、活断層が

あるという話もお聞きしたのですが、もう一度もし万が一再び大きな地震で

被災した時には大変なことになるのではないかと私は思うのですが、その災

害によって命を落とす町民が胆振東部地震の時のように一人もでないよう

に早急に整備する必要があるのではないかと思いますが、その防災の観点か

らどのように町道整備をお考えか伺います。 

 

〔木林財政担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　インフラ整備は直接私担当ではありませんが、

インフラ整備にあたっての予算の配分の考え方ですが、基本的にインフラ整

備を最優先の重点課題であるという認識です。令和８年度予算の平成にあた

りましても道路整備、こちらについては基本的には当初の予算については減

額していません。触っていません。出てきたものは基本的にやっていただく

というスタンスで臨んでいます。基本的にこれまでやってきた申し訳ないで

すが教育で予算を圧縮しながらインフラ整備の方に重点的に予算を回せれ

ばなということで予算編成の考え方に基づいて組んでいます。それから財源

の話ですが、酪農２号線については国費事業ということで町長が国に行って

予算付けで要望していただいていますし、道費であれば道に行って要望して

予算付けをお願いしているところです。それからその他の町単独になります

が、昨年義援金の執行残を備荒資金に積んでいます。確か 4000 万ちょっと

あったと思うのですが、一応こちらのお金は防災災害に使えるように積んで

いますので、道路の破損が災害によるものであれば財源も使えるのかなと思

います。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　ぜひその位置づけで進めていただけたらと思います。 

最後復興まちづくり計画は目途がついて総合計画に各種盛り込んで進めて

いるということでもあったのですが、そこそこ大きな部分も積み残しがあっ
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たと思うのですが、こちらは総合計画に落とし込んでいるので復興まちづく

り計画はこれで終了という形になるのか、それとも見直しをかけて必要に応

じて復興まちづくり計画としてもう一度盛り込んでいく考えなのか、その棲

み分けについての考えを伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　基本的には復興まちづくり計画自体は令和４年度

で計画期間満了していまして、それ以降については安平町のまちづくりとい

うことで総合計画の方に継承していくようにしていました。今第２次総合計

画が今年度で終わりまして、第３次総合計画に移っていきますが、先ほど三

浦議員もおっしゃったとおり震災があったことを後生にも伝えていくとい

った意味で第３次については復興の先にある未来に向けたまちづくりとい

った部分を意識しながら計画づくりに取り組んで行きたいと思っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　では大規模災害により町民の命が失われないようにし

っかりやっていただくことを強く要望しまして次の質問に移ります。 

予備自衛官等兼業特例法について、現在の世界情勢も踏まえた上で参議院

を追加し改正された予備自衛官等兼業特例法について以下伺います。一つ目、

改正された予備自衛官等兼業特例法の概要と予備自衛官を兼業する職員がい

るかを伺います。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　このご質問ですが、特例法というのは正式名称を

予備自衛官等の職務の円滑な遂行を図るための国家公務員及び地方公務員

の兼業の特例に関する法律という新規立法です。ご質問で改正とありました

が、当方では新規立法と認識しています。現在開会中の第 221 回通常国会に

提案されまして去る６月 10 日参議院の本会議で可決成立したと認識してお

り、その附則において交付の日から１年以内に施行される予定とされていま

す。ちなみに交付の日ですが６月 17 日という認識です。概要については法

律が施行前ですので詳細な通知が国から示されていませんが、予備自衛官等

の確保を図るとともに多様な人材が社会全体で国防災害等を支える体制整

備を目的とするものと認識しています。なお、安平町の一般職の職員の中で

今 145 名いますが予備自衛官等を兼任している職員はいません。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 



‐ 51 ‐

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　確かこちらの法令関係については、従前は国家公務員

地方公務員は職務専念義務があって、予備自衛官としての活動をする度に上

司こちら首長なのでしょうかによる許可が必要だったのですが、この参議院

で通過後は予備自衛官を兼業する公務員が自衛隊の招集命令に応じる際、招

集の都度任命権者からの許可を不要とし、職務専念義務を免除するものと変

わったと私は認識しているのですが、こちらこの目的としては触れてもらっ

たのですが、慢性的な人手不足が続く中、予備自衛官の安定確保だと思われ

ます。予備自衛官の充足率７割で即応予備自衛官が５割の充足率ということ

で満たしていないからここにというところだと私は認識しているのですが、

説明としては公務員が予備自衛官としての活動をしやすくするために自由

度を高めるものとなっているのですが、実質的には予備自衛官応募への圧力

につながる可能性もあるのかなと考えたものですから町の認識を伺いたか

ったところですが、法律が今交付から１年以内に施行ということでまだ施行

されていない状況なので仮定の話になると思うのですが行政の考えを伺い

たくて聞くのですが、以前地方公務員の兼業に関して人手不足の農家への就

農との兼業の可能性について質問した際にはウチの自治体には馴染まない

とご答弁いただいたと思っているのですが、この予備自衛官と兼業特例法に

関しても同じような考えかどうか現段階で伺います。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　ご質問の前段で議員の方から今までは許可制だっ

たけれども希望されれば自由に予備自衛官として就任ができるというお話

かと思いますが、若干ちょっと違っていて、今まで具体的に申し上げますと

例えば私が予備自衛官になりたいと申し上げると、まず職場に対して兼業の

許可をもらうために任命権者である町長に対して予備自衛官に兼業しても

いいですかという許可を得ます。これが１回目です。これは従来のお話です

が、その後予備自衛官になりますと訓練が必要になってくるので、訓練に行

ってもいいですかというお伺いもその都度立てると。そこで任命権者は今の

時期忙しいから行っちゃダメとかここで２回目の許可が必要になります。そ

れと合わせて通常我々は地方公務員ですと職務専念義務ということで平日

に私用で休む時には休暇を取らなければならないし、そうでなければ職務の

専念をしなければならないという義務を負っていますが、この予備自衛官に

行く時には、この休暇の制度を使わずに休暇の日数を減らすことなく職務専

念義務の免除もいただくことになります。これは今までであればそこは規定

上ないので基本的にもし今までウチの町で予備自衛官いないのでわかりま

せんが、自分で休暇を取っていっていたのだろうと思います。お話冒頭に戻

すとこれがどこまで解除されるかというと、私が予備自衛官になっていいで

すかという許可はそのまま残ります。その次のこの時期に訓練があるので行

っていいですかという許可については法律上免除になっているという制度

でして、全く自由になるというものではないことを共通認識いただければと
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思います。また、圧力の部分についてはこれは国政のお話ですので答弁はで

きないかなと思うわけですが、それを踏まえて職務専念、兼業、営利企業等

の従事許可の話で、農家に手伝いに行くことも兼業に許可にしてはどうかと

いう部分ではなかなかその公務上のお話とは馴染まないというご答弁をし

た部分で、今回の予備自衛官との兼業についてはどのような町としての認識

かと問われれば、一番最初の許可の段階で判断するのは入口として一緒なの

で基本的にその都度の判断になろうかと思います。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　今ご答弁いただいた認識と私も同じ認識だったのです

が、最初の登録してもいいですかの許可は必要というのを入れ忘れたのでそ

こは同じ認識なのですが、問題は任命権者の目が届かないところで訓練に行

くことができるようになるという部分で次の質問につながるのですが、２つ

目に進みますね。 

予備自衛官等兼業特例法が改正されたことによって職員、町民が受ける影

響についてどのような認識か伺います。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

〇総務担当課長（岡康弘君）　当該法律交付が６月 17 日ということでつい最近

でしたので、また、交付の日から１年以内ということでしたので施行時期と

か国における詳細な運用ルールもまだ示されていませんので、現段階で町職

員、町民が受ける影響の予測は正直行っていないのが現状です。今後国家公

務員における取り扱いが決まればそれに基づく国からの施行通知が示され

ると思いますので、これに基づく他の自治体の対応状況にも注視し、制度の

趣旨で町の実情も踏まえながら適宜適切に対応していく考えです。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　前段で触れた訓練の部分において町長の許可が要らな

くなることによる心配についてですが、仮に職員の皆さんが予備自衛官の任

務に就くこととなった場合、公務の現場の混乱や公共サービスの低下が町長

の目が届かないところで行くことになるので、サービスの低下の恐れがある

と私個人的に思うのですが、そのような認識が共通にあるかどうか考えられ

ると思うかどうかについて伺います。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 
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○総務担当課長（岡康弘君）　まず今までと違う部分でどこが懸念されるかとい

うと予備自衛官になりたいという個人的な個々の意思というものの許可を

するかしないかは先ほども共通して一緒だということですが、訓練等に参加

する時に許可を受けずに行けてしまうということに懸念がないかという部

分ですと、確かに市町村、大きな自治体はわかりませんが小さな我々のよう

な自治体であれば例えばそこの地域で災害に起きた時に災害対策本部の一

員として活躍していただかなければならない職員が仮に予備自衛官だとし

て国の自衛隊側の任務に自動的に移行しなければならないという懸念はな

くはないなと思っていまして、そういった部分で含めると懸念があるという

ことは申し上げることはできるのかなとは感じます。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　それも次にお聞きしたかった部分で懸念があるという

ことで同じ認識で一致してよかったなと思うのですが、職員がたくさんは確

保できない小規模自治体においては平素の住民サービス、災害時の対応にお

いても人員が少なくて職務が大変な実情があると思うのでこの辺は心配さ

れるかと思うのですが、この部分に関してたくさん予備自衛官に登録したい

という方が急に法律変わったからって出てくるとは考えにくいとは思うの

ですが、この災害時に今おっしゃっていただいたように職員が登録していて

いつ国から招集がかかるかわからないと思うので、そのタイミングに合致し

てしまった場合、災害時の想定となるので答弁が難しいと思うのですが、ど

のような対応が考えられるか伺います。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　議員もおっしゃったとおり今回の法律改正が自治

体の公務員が予備自衛官になるその意思を助長するというか増幅させるか

というとそういった制度ではないと考えていまして、これはあくまで招集側

が人数を把握しやすいように行った制度改正かなと思いますとおっしゃる

とおり現状当町には予備自衛官の兼業者はいないので、この法律が変わった

からといって特に変わらないだろうなとは思いますが、先ほどから申し上げ

ているとおりその途中で踏まなければならない許可行為のものが不要とな

りますと、町としては１回目の許可をする際の許可行為が厳格になるのでは

ないかとは予測しています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　なんでこんな質問するかと思うのですが、この法律が

通った際でしょうかこれ法案について民間人は対象外なのですが、予備自衛
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官を雇用する企業にも公務員と同様の対応を期待したいと小泉進次郎防衛

大臣が会見で言及していることからもしかしたらこの法律で公務員の皆さ

んを優先に不足するから人材として登録してくださいというような周知が

もしかしたら行われてくるのかなって心配もあるものですからこういう質

問になったのですが、１回目の許可について厳格になっていくのではないか

と考えられると。それはぜひそのようにしていただけたらと思うのですが、

最後にこのことをお聞きして終わりたいと思うのですが、１回目の許可を厳

格にされるというところで少し安心したところなのですが、自衛隊の皆さん

が今の世界情勢も踏まえると戦争へ行く危険性、そして命を落とす可能性が

あることは令和６年 12 月の定例議会での一般質問で明らかになったと思う

のですが、国の法令が具体化した際に自衛隊の人材不足に関して国の出方に

よっては安平町として協力する考えなのか否か答えが難しいと思いますが

伺います。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　１回目が厳格になるのではないかというのは突っ

込んだ答弁だったかもしれませんが、いずれにしてもまだ国から今回の法律

の改正に伴って地方公務員としての職務専念義務の免除とか、兼業の許可に

関する通知がまだ成されていないので、その動向を注視していきたいと考え

ています。最後のご質問について申し訳ありません。国の安全保障の政策と

か、制度の評価は国で十分に議論されたものと判断していますので、我々と

しては適切な制度運用を行う立場というご回答しかできませんので、その旨

ご理解いただければと思います。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　安平町にとって大切な町職員の皆さんの命を守るため

町民の生活サービスを守るためにもギリギリのところまでしっかり粘って

防波堤となってなるべく予備自衛官として登録していくことがないように

要望をいたしまして私の質問を終わらせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 

○議長（小笠原直治君）　以上で１番三浦恵美子議員の一般質問を終わります。

以上をもちまして本定例会に通告された一般質問はすべて終了しました。 

 

 

 

◎　日程第２　報告第２号 
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〇議長（小笠原直治君）　日程第２、報告第２号令和７年度安平町一般会計繰越

明許費繰越計算書の報告についてを議題とします。説明を求めます。 

 

〔木林財政担当課長挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　報告第２号朗読 

 

報告第２号 
 

令和７年度安平町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 
 

令和７年度安平町一般会計繰越明許費繰越計算書について、地方自治法施行令

第146条第２項の規定により、次のとおり報告する。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
 

次のページの令和７年度安平町繰越明許費繰越計算書をご覧ください。横

長の表になっています。本繰越計算書に記載の事業は、いずれも令和７年度

内の事業完了が困難なことから令和７年第８回12月議会になりますが第８回

定例会一般会計補正予算第５号、令和８年第１回臨時会１月になりますが第

１回臨時会、一般会計補正予算第７号、令和８年第２回定例会３月議会にな

りますが、一般会計補正予算第９号でそれぞれ繰越明許費の議決をいただい

たものであります。はじめに１行目、２款総務費、１項総務管理費、民間賃

貸共同住宅等建設支援事業、翌年度繰越額1050万円は、早来地区栄町のアパ

ート建設事業２件が年度内に完了しないことから繰り越すもので、一般会計

補正予算第９号の繰越明許費となります。次に２行目、６款農林水産業費、

１項農業費、担い手確保・経営強化支援事業と３行目、６款農林水産業費、

１項農業費、農業水路等長寿命化・防災減災事業は、国庫補助事業の採択が

年度末の３月となったため繰越事業として実施するものです。次に４行目、

７款商工費、１項商工費、物価高騰対策安平町消費拡大地域活性化事業、翌

年度繰越額2710万1000円は、物価高騰対策重点支援地方臨時交付金を財源に

実施するプレミアム付き商品券の発行事業で、使用期間が令和８年度になる

ため繰越すもので、一般会計補正予算第７号の繰越明許費となります。最後

に５行目、８款土木費、２項道路橋りょう費、追分市街４号線歩道整備事業

3817万円は、令和７年９月に発注し年度内の完成を予定していましたが、現

場が急勾配のため凍結による転倒事故などが懸念されると建設協会より入札
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の延期について要請があったため、雪解け後の着手を目指し繰越すもので、

一般会計補正予算第５号の繰越明許費となります。これら５件の令和８年度

への繰越額については、総額で8289万3000円となり、財源内訳は記載のとお

りでございます。 
　以上、令和７年度安平町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告とさせてい

ただきます。 

 

〇議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。本件につい

ては以上で報告済みとします。 

ここで次の議題に入る前に暫時休憩をします。休憩は 14 時 25 分までを目

途とします。議員の皆様は議員控室へ移動をお願います。 

 

 

（暫時休憩） 

 

 

〇議長（小笠原直治君）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

 

 

◎　日程第３　選挙第１号 

 

〇議長（小笠原直治君）　日程第３、選挙第１号安平町選挙管理委員会委員及び

同補充員の選挙を行います。この選挙は選挙管理委員４名及び補充員４名の

任期が本年６月 25 日をもって満了となりますので、地方自治法第 182 条第

１項及び第２項の規定により選挙を行うものです。 

お諮りいたします。選挙の方法については地方自治法第 118 条第２項の規

定により指名推薦にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。従って選挙の方法については指

名推薦によるものと決定しました。 

お諮りします。指名の方法については議長において指名することにしたい

と思いますが、これに異議ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。従って議長において指名するこ

とに決定しました。それでは只今から指名します。 

選挙管理委員には前田淳一氏、黒滝俊美氏、寺島博一氏、五十嵐まゆみ氏、

以上４名を指名します。 

お諮りいたします。只今議長において指名しました４名を選挙管理委員会

委員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。従って只今指名しました４名が

選挙管理委員会委員に当選されました。 

次に選挙管理委員補充員には、第１順位諏佐肇子氏、第２順位阿部亜希子

氏、第３順位小笠原規人氏、第４順位岩井絢子氏、以上４名を指名します。 

お諮りいたします。只今議長において指名しました４名を選挙管理委員補

充員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。従って只今指名しました４名が

選挙管理委員補充員に当選されました。 

 

 

 

◎　日程第４　諮問第１号 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第４、諮問第１号　人権擁護委員の推薦について。

本件について説明を求めます。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　健康福祉担当課長。 

〇健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　諮問第１号朗読。 

 

諮問第１号 
 

人権擁護委員の推薦について 
 

次の者を推薦したいので、議会の意見を求める。 
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令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
 
１　人権擁護委員の任期が満了する委員 
　　　小野寺　　　捷　　　令和８年９月30日満了 
 
２　人権擁護委員に推薦しようとする者 
　　　小野寺　　　捷　　　令和８年10月１日 
 
（提案理由） 

任期満了に伴う人権擁護委員として、上記の者を推薦したいので、人権擁護

委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるため提案するものであ

る。 
 
 

それでは提案説明をいたします。現委員である小野寺捷氏が令和８年９月

30日をもって任期が満了することに伴い、引き続き同氏を推薦するものであ

ります。小野寺氏は現在３期目で、満81歳でありますけれども、国の通知に

よりますと人権擁護委員候補者の市町村推薦の年齢制限においては、再任の

場合については75歳未満の者と定められておりますが、年齢制限を上回る場

合は、経歴、社会活動への意欲、健康状態に鑑み、求められる活発な活動が

できる委員候補者であれば推薦することができると令和２年に改正がなされ

ております。したがいまして再任としての推薦にあたり、上部組織でありま

す札幌法務局並びに苫小牧支局にも確認済みでありますことを含め、これま

で人権啓発事業などに積極的に参加し、人権擁護委員として人権擁護活動に

ご尽力してこられ、多くの住民から絶大なる信頼を受けており、安平町の人

権擁護委員としてふさわしい方であると考えております。次のページをお開

きください。住所、生年月日、職業、略歴につきましては記載のとおりです。

また、任期につきましては令和８年10月１日から令和11年９月30日までの３

年間となります。町長より補足説明がございます。 
 

〔及川町長挙手〕 
 
○議長（小笠原直治君）　町長。 
○町長（及川秀一郎君）　現委員の小野寺捷氏につきましては、これまで３期９

年の長きにわたって追分小学校や早来学園での人権教室や「うまかまつり」

などで人権啓発活動など中心的な役割を果たされております。豊富な識見を

持たれている方で、人権擁護に対する深い理解と関心を有していることから
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次の任期についても大いに期待をしているところです。また、これまでの活

動を通して子どもから高齢者までの幅広い年齢層の地域の皆さんからの信

頼も厚く、今後も人権擁護委員として活発な活動が期待でき、また、次世代

への引き継ぎについても使命感を持って活動していきたい意思があること

から適任と判断し、再任の推薦についてご同意くださいますよう、議会の皆

さまの特段のご理解を申し上げ、提案の補足説明とさせていただきます。ご

審議の上ご同意くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

〇議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。これより意

見調整のため暫時休憩します。議員の皆さんは議員控室に移動願います。 

 

 

（暫時休憩） 

 

 

〇議長（小笠原直治君）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。本件についてはお手元に配布しました意見のとおり適任と

答申したいと思いますがこれにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって諮問第１号人権擁護

委員の推薦については適任と答申することに決定しました。 

 

     

 

◎　日程第５　議案第１号 

 

〇議長（小笠原直治君）　日程第５、議案第１号　安平町副町長の選任の同意に

ついてを議題とします。木林課長は退席願います。暫時休憩します。 

 

（木林課長退席） 

（暫時休憩） 

 

○議長（小笠原直治君）　再開します。提案説明を求めます。 
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〔岡総務担当課長挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

〇総務担当課長（岡康弘君）　議案第１号朗読 

 

議案第１号 
 

安平町副町長の選任の同意について 
 

次の者を選任したいので、議会の同意を求める。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
安平町副町長に選任しようとする者 

　　　木　林　一　雄 
 
（提案理由） 

安平町副町長として、上記の者を選任したいので、地方自治法第162条の規定

により、議会の同意を求めるため提案するものである。 
 
 

裏面をお開きください。選任しようとする方の住所、生年月日、職業及び

略歴につきましては、記載のとおりであります。また、任期につきましては、

現副町長の退任が今月30日となりますので、新たな副町長は地方自治法第163

条の規定により、令和８年７月１日から令和12年６月30日までの４年間とな

ります。町長より補足説明がございます。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　町長。 

○町長（及川秀一郎君）　早速私の方から副町長の選任同意について提案説明の

補足をさせていただきます。木林一雄氏については旧早来町職員として昭和

60年４月に奉職以来現在まで41年という長きにわたり企画課主幹、まちづく

り推進課課長補佐、教育委員会事務局課長補佐、教育事務局参事、教育委員

会事務局次長、議会事務局長、政策推進課企画財政担当課長、そして現在の

政策推進課財政担当課長として勤務されるなどまちづくり、教育、議会、企

画、財政など幅広く行政各分野の業務携わってこられた方です。特に合併前

後において企画分野を長きにわたり担当され、合併時の第一次安平町総合計
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画策定の主担当をはじめ現在まで非常に重い職を担ってきた方でして、現在

も政策推進課財政担当課長として迅速かつ的確な対応をしていただいてい

ます。日頃より強いリーダーシップと明るいお人柄により同僚や部下のみな

らず歴代の議員の皆様、町民からも高く評価されているお方です。また、只

今申し上げました自治体職員としての長い経験とそこで培われた豊富な見

識を活かし、私が追分町の職員だった時代、また、合併前ですが、木林は旧

早来町の企画担当者として一緒に千歳苫小牧地方拠点都市地域の整備事業

とか苫小牧地方総合開発期成会などの広域行政の担当者として一緒に仕事

をさせていただくとともに、合併後においても私が教育次長だった際にも教

育委員会事務局の統括参事として一緒に仕事をさせていただきました。そし

て町長に就任したのちも現在に至るまで担当する業務を通じて安平町のま

ちづくりを進めてきたところです。つきましては合併から20年を迎え、公共

施設の統廃合や人口減少対策、教育を柱としたまちづくりなど安平町をさら

に飛躍させるため、木林氏は副町長として適任の方だと確信していますの

で、ご審議の上選任にご同意くださいますようよろしくお願いを申し上げま

して補足説明をさせていただきます。なお、一身上の都合により６月いっぱ

いをもって退任されます田中副町長におかれましては、平成30年９月６日に

発生した胆振東部地震に際し、災害の復旧復興といった前例のない局面を打

開するため、町長に就任して間もない私と一緒に当時総務課長として職員の

先頭に立って陣頭指揮を振るうとともにその後当時の村井副町長から副町

長職を受け継ぎ、現在までの６年間という長きにわたり災害復興事業やコロ

ナウイルス感染症対策などさまざまな課題や問題を解決するため、職員に対

する的確な指示や町内外の関係機関との膨大な調整など安平町の大変な震

災復興期を乗り越えることができましたのも田中副町長が傍にいていただ

いたからだと思っています。この間のご労苦に改めて経緯と感謝を申し上げ

る次第です。これからはご自身のお体を労りながらこれまで同様町内の各種

イベントにおいて司会役などを通じて安平町のまちづくりを支えていただ

ければ幸いです。田中副町長が旧追分町役場職員となる前から長いお付き合

いでして、公私ともに大変お世話になりました。改めて感謝とお礼を申し上

げます。これまで支えていただきまして本当にありがとうございました。以

上で補足説明を含めた提案説明とさせていただきます。 

 

○議長（小笠原直治君）　提案説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　まず、田中現副町長が退任されるこのはっきりした理由。
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一身上の都合だけでは理解できませんので、説明いただきたいと。 

 

〔田中副町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　副町長。 

○副町長（田中一省君）　まず一身上の都合と言いましても副町長の進退につい

ては地方自治法第165条第２項の形でして、町長から本年２月ごろ第３期総

合計画並びにこれらの追分早来地区への解消、それと町長の任期の整合性、

私と町長との任期が２年ズレているものですからこれらを解消したいとい

う申し出がありまして、私自身はいろいろまだ任期のちょうど半分の６年、

２期目の半分ですが、この話を聞いた時に私がここまで支えてきた部分から

今度は及川町長が新たに新しい血を入れて副町長を入れてこういう形で町

政を担っていくという形に私は総合的に判断して理解しましたので165条の

２に従いまして一身上の都合ではなくてこれらの規定で６月30日に辞める

というのを及川町長が３期目に入る４月23日付けで退職願を出して承認さ

れて今回の議会に提案をしたところです。以上が私が退任に向けた真意で

す。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○２番（吉岡政昭君）　いいですか議長。 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　一身上の都合という日本語の使い方がいろいろあります

が、私は田中副町長は総務課長時代からいろいろ意見を申し上げたり提案し

たりなどなどの中でお話しすることが多くありましたが、今ここにあるｉＰ

ａｄなんかは雑談のような中で議会の中でｉＰａｄを使いたいという希望

を持っていました。それから予算の関係での資料配られていますが、４年前

の私の時は出ていなかったものだからその後４年間落選しておりましたけ

れども、出てきましたらこういうしっかりとした資料が出て、ああこれは田

中副町長の仕事だなって直感しました。それで確認したらそうだという。い

ろんな意味で説明能力も高いし、惜しいなと思いますが、一身上の都合とい

うことではなくて今本人から第３期の及川町政のスタートにあたって簡単

に言えば交代してくれないかと。もっと言えば辞めてくれないかみたいなこ

とを言われたとのことだから、立場的に言えばわかりましたとしか言いよう

がないのでわかりましたってことで理解するしかありません。そういう事例

が私の知っている人にも突然言われて辞めてくれないかと言われた人もお

りますし、それが適切だったかという問題は人によって評価があるでしょう

けれども、とりあえずは一議員として、町民として、納得して受け入れたい

と思います。それから今後新しい彼の木林一雄氏の提案がありましたが、そ
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れについてはまた私なりの評価もあるし、果たして適切なのか適任なのかと

いう重大な疑義があるので、これは率直に申し上げさせてもらいたいと思っ

ています。なお、ここで新たに考えてほしいのは議長に提案になるのか町長

になるのかわかりませんが、この中の議員の中に親族というかいるでしょ

う。そしたら確かに議決に関係してもし反対したり賛成によってその後のい

ろんな影響を考えなければならない不安があるからやっぱり議員の中で採

決に加わることによって家族が大して影響を懸念される議員がいれば退席

してもらった方がいいんじゃないかなって私の意見です。判断は議長になる

のか町長になるのかわかりませんが。 

 

○議長（小笠原直治君）　暫時休憩します。 

 

 

（暫時休憩） 

 

 

○議長（小笠原直治君）　休憩を解いて先ほどの吉岡議員の質問等については該

当者がいないことを確認しましたので開催をいたします。それでは質疑はあ

りませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○２番（吉岡政昭君）　はい。質疑ね。結構です。続けてください。 

○議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。次に討論に

入ります。本案に対し反対の方の発言を許します。 

○２番（吉岡政昭君）　はい。 

○議長（小笠原直治君）発言はありませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　結論を申し上げますと推薦する時は当然褒めて評価して

積極的な面を強調することは当然のことですが、実は私はこの推薦者と４年

間、議会事務局長と議員の関係で望まないような密接な付き合いがありまし

た。その中で結論を言いますとまず第一に公平さに欠ける。私の評価ですよ。

どの議員に対しても公平に話を聞くのではなくて俗に言うチクる議員があ

るとその意見を100％受け入れて、それは私だけではなくて同じような体験

をした人がいまして、そうだよなってことになっている状況もあります。そ

れから２番目、非常に感情的になる方で、私と自宅から本人電話してやり取



‐ 64 ‐

りした時にいきなり電話をガチャンと切られました。ガチャンと切られたの

です。私はさすがに呆れてそれに対して対応しませんでしたが、ここに来た

時に軽く電話切る時は静かに置いた方がいいですねと言ったら本人はああ

という感じで言葉を返さなかったからそれは納得して当然のことだから理

解したなぁと受け止めてそれ以上何も言いませんでした。しかし、恐ろしい

もので今の議会事務局長も気をつけてください。必ずそういうことをする。

他の課長さんもですよ。下のものは必ず真似します。いいことも悪いことも

真似するんです。その下にいた名前は言いませんが、外から町民から来た電

話が来たらその人がたまたま総務にいたのかある場所にいて、電話をガチャ

ンと切ったというので本人が怒り狂って難聴になるところだったといって

私も電話貰ったし、あちこち抗議の電話をしました。それについて私も議会

の時に取り上げて話題にしましたけど、その時に彼は来なかったと。最初は

総務課に来た電話を切り替える時に何かの操作があってガチャンと言った

んでしょという話だった。切り替える時にガチャンと言うだろうか。そのう

ちにガチャンと総務課がやったかもしれないけど、そもそも議会の事務局に

は電話が来なかったと言った。理由は臨時職員がいて、それでそこにいたの

にそもそも来なかったんだと。来なかった電話をどうしてガチャンとできる

んだと。そういう言葉で言いました。事実に対して極めて不誠実だと思いま

す。それから過激になったと思うのは私が入院中、議会改革委員会だと思い

ますが、その中で提案をした時に私が直接聞かなかったんだけれども、吉岡

議員からいろいろ要望を受けるけれども個人的な要件が多くて、だからと言

って無碍に断るわけにもいかないと。だから仕方なく受け入れているんだと

いうことを会議で言いました。私は休んだ時は必ずその所属する会議の議事

録でどんなことを話しているか確認しますから、思いがけずそんな台詞が議

事録に載っていたのです。それで私は本人に今まで個人的なことでどうこう

しろといったことはないんだけど、どんなことですかって。それからもし個

人的なことだったら断ればいいじゃないか。なぜ断らなかったのですか。本

人に質問を送りました。彼はよこさないから議事録で話していたら議会事務

局と話していたら答える必要ないという剣幕で拒絶しました。私はもし役場

職員の若くて、もしなった時にそういう上司がいたら勘弁してほしいと思い

ます。なぜかと言ったら厳しく指摘するとか注意することはあるでしょう。

間違ったとすれば。あるいは何回言っても注意しても言うこと聞かなければ

厳しく言うことはあるでしょう。だけど公平に欠ける。片方の言うことだけ

一方的に聞くとか、言い分をきちんと聞かないとか嘘を言うとか電話をガチ

ャンと切るとか、そういうレベルの人が自分の上司だったらもうたくさんで

す。だから私は付き合いの浅い新人議員もいらっしゃるけれどもどうかいく

ら提案されたと言っても賛成してほしくありません。新しく特に新人で入る

公務員の役場にある職員がいますね。そういう人たちにとって不幸ですよ。

だって公平でないということは一番の問題です。それから感情的に電話をガ
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チャンと切るような対応を自分よりも年下で位が下だからと言って、 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　何ですか。 

○議長（小笠原直治君）　まとめてください。同じことを繰り返していますから。

あまりそういうことを言うことはこの議会には馴染みませんから。もう少し

簡潔に反対理由を述べていただきます。 

○２番（吉岡政昭君）　わかりました。じゃあまとめていいます。１点目、公平

さに欠ける。一方の言い分だけを聞いて問題に対応する。２点目、感情的に

なる。それから３点目、後ろから斬りかかるような不誠実というか卑怯な対

応をする。好き嫌いが激しいから気に入らない人に対して部下に対する危険

がある。という意味では認めるわけにはいかない。だからそういう意味でど

うぞ賛成しないでください。よろしくお願いします。 

 

○議長（小笠原直治君）　それでは次に賛成の方の発言を許します。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　鳥越議員。 

○９番（鳥越真由美君）　私はこれまで木林一雄氏とは議会を通じて大変お世話

になったり教えていただいたりたくさん担当課になっても変わらず接して

いただきました。見識が広いとか知識があるという。それから皆さんから慕

われているというのは多くの人がわかっている事柄かなと思っています。で

すので、この案件については私は賛成をいたします。 

 

○議長（小笠原直治君）　次に反対の意見がある方ございませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　認めません。他に反対はありませんね。それでは討論

なしと認めます。これから議案第１号、安平町副町長の選任の同意について

採決します。この採決は起立により行います。よって起立しない方は反対と

見なします。本件について原案のとおり、 

○議会事務局長（石塚一哉君）　お待ちください。今、画面を議員起立画面に切

り替えます。少々お待ちください。はい。 

○議長（小笠原直治君）　本件について原案のとおり決定することに賛成の議員

の起立を認めます。 

 

（賛成議員起立） 

（賛成：三浦、箱崎、内藤、神野、山村、工藤、鳥越、梅森、高山） 
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（反対：吉岡、反町） 

 

 

○議長（小笠原直治君）　起立多数です。したがって議案第１号は原案のとおり

可決されました。お座りください。 

○２番（吉岡政昭君）　鳥越さん、あんたの息子がいるしょ。嘘ついて。 

○議長（小笠原直治君）　ここで午後３時15分まで休憩します。 

 

 

（休憩開始１５０３） 

（休憩終了１５１５） 

 

 

○議長（小笠原直治君）　休憩を解いて会議を再開します。ここで木林財政担当

課長の退席を解きます。暫時休憩します。 

 

（暫時休憩） 

（財政担当課長入室） 

 

○議長（小笠原直治君）　それでは再開します。ここで新たに副町長に選任され

ました木林財政担当課長から一言ごあいさつをいただきたいと思います。 

 

〔木林財政担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　財政担当課長。 

○財政担当課長（木林一雄君）　定例会の会議中に貴重なお時間をいただき感謝

申し上げます。この度多くの議員の皆様のご同意をいただきまして厚く御礼

申し上げます。私もとより微力ではありますが、町長を補佐し、町民の皆様

が安心して暮らせる町の実現のため、そして安平町の発展のため、誠心誠意

努める所存です。議会議員の皆様には今後ともご指導ご鞭撻を賜りたくお願

いを申し上げ、粗辞でございますがごあいさつとさせていただきます。 

 

（拍手） 

 

○議長（小笠原直治君）　ありがとうございました。 
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◎　日程第６　議案第２号 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第６、議案第２号　安平町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。提案説明を求め

ます。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　議案第２号朗読 

 

議案第２号 
 

安平町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
 

安平町長等の給与等に関する条例（平成18年安平町条例第41号）の一部を改正

する条例を次のとおり制定する。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
（提案理由） 

本年４月12日に執行された安平町議会議員選挙における町職員のＳＮＳアカ

ウントを通じた投票依頼等の非違行為により、町政に対する信頼を損なうこと

となったことに鑑み、町政の責任者である町長及び当該職員配属時の任命権者

である教育委員会の実務責任者である教育長の当該事件の責任を明確にするも

のとし、町長及び教育長において令和８年７月１日から同年７月31日まで、そ

れぞれ給料月額を減額するため、この条例の制定について提案するものである。 
 
 

裏面をご覧ください。次ページの条文の朗読を省略し、新旧対照表により

ご説明申し上げます。今回の減額措置につきましては恒久的な措置ではなく、

時限的な対応となりますため、これまでの対応と同様に附則において対象者、

期間、減額の割合を規定するもので、町政の責任者である町長及び当該職員

の当時の配属先が教育委員会であるため、任命権者である教育委員会の実務

責任者である教育長について令和８年７月１日からの１か月間、給料月額の

10％を削減しようとするものです。なお、現状の町長の給料月額については

４ページに記載がありますのでご確認ください。本改正条例の施行期日につ

いては本年７月１日からとしております。 
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　以上ご説明申し上げ、ご審議の上ご決定くださいますようよろしくお願い

申し上げます。 

 

○議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　昨日も質問させていただいたかと思うのですが、削減の割

合が少なすぎるのではないかということを申し上げましたが、何か根拠はあ

るのでしょうか。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　３ページの新旧対照表をご覧いただければと思い

ますが、今回あえて新旧対照表に前回の処分の関係がわかるように掲載させ

ていただきました。前回の新旧対照表の表にもあるとおり前回の処分につい

ては一部事務組合職員による非違行為でしたが、その際は停職処分２か月の

処分に対して町長と副町長、同様に１か月間10％の給与カットとしていま

す。これと比較検討しました今回の事案に対しての割合と考えています。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　その事案についてもう少し願えますでしょうか。 

○議長（小笠原直治君）　え、反町議員。何の。 

○３番（反町恵君）　その前回の事案についてです。 

○議長（小笠原直治君）　大変失礼ですが、この議案とはかけ離れていますので

聞きたかったら別途総務課長に聞きに行ってください。 

○２番（吉岡政昭君）　そういうのじゃないでしょ。だって、 

○議長（小笠原直治君）　はい。次の質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。次に討論に

入ります。まず本案に対し反対の方の発言を許します。発言はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　討論なしと認めこれから議案第２号を採決します。本

件について原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって議案第２号は原案の

とおり可決されました。 

 

 

 

◎　日程第７　議案第３号 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第７、議案第３号　安平町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。提案説明を求めま

す。 

 

〔岡総務担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　総務担当課長。 

○総務担当課長（岡康弘君）　議案第３号朗読 

 

議案第３号 
 

安平町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
 

安平町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
（提案理由） 

令和７年８月７日付け人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法

律が改正され、通勤のための自動車等を使用する職員に支給する通勤手当の支

給上限額を引き上げるとともに、新たに駐車場等に係る通勤手当を支給するこ

とができるよう所要の改訂を行うため、この条例の制定について、提案するも

のである。 
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次ページ条例の説明ですが、こちらは当日配布した資料に基づき改正概要

をご説明申し上げます。お手元に当日配付資料をご用意ください。「安平町

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の概要について」と記載され

た資料です。今回の条例改正は、昨年８月７日付けの人事院勧告に基づき、

国家公務員給与法が２段階に分けて改正されましたが、こちら第１段階目の

改正については既に当町も昨年11月の臨時議会で承認を受けています。今回

の改正はその第２段階目のものとなり、主に自動車等の交通用具を使用して

通勤する職員に係る通勤手当に関する改正となります。まず１として通勤手

当の改定の項目の①についてですが、自動車等使用する職員に係る通勤手当

の額については、国家公務員給与法及び町条例の双方とも、５㎞ごとの距離

区分によりその額が細かく規定されていましたが、今回法律では上限額を定

めた上で、細かな規定を人事院規則に委任するよう法律改正がなされていま

す。こちら全国の自治体においてこれに準じて条例を改正するものでして、

当町も同様の改正を行うものとなります。その意味合いとして通勤手当は給

与とは異なり、実費支給の要素が強いものでありながら、これまで法律や条

例の規定でしたので、ガソリンなどの物価上昇があっても人事院勧告で改定

の勧告がなされなければ国会及び地方議会で承認を得なければ、物価上昇に

対応することができない仕組みとなっていました。恐らくこれを解消するも

のであろうと推測しています。次に②について、現在国家公務員の深刻なな

り手不足について、国では対応が急がれておりますが、人事において広域異

動が通例である国家公務員において多様な働き方が求められる現代社会に鑑

み、自動車等の通勤距離について、従来距離上限が60kmまでとなっていまし

たがこれを100kmまで認められることとなり、これに伴い上限金額が６万6400

円まで引き上げるものとなります。次に③については、②と関連し、首都圏

などの長距離の通勤ストレス軽減による離職者防止につなげるため、鉄道通

勤者のグリーン席や指定席の使用も認めるとともに、自動車等通勤者につい

ても高速道路の通勤利用を認める改正を行うものです。最後に④であります

が、敷地内に職員駐車場が確保できない大都市などにおいては、実例として

自動車による通勤者は、民間駐車場を自己負担により借りているケースあり

まして、これについて従来通勤手当の対象外であったものを多様な働き方、

通勤の仕方を確保するという観点により自己負担していた駐車場使用分を通

勤手当の対象となるよう法改定が行われたため当町の条例も合わせて改正す

るものとなります。これら①から④の改正でありますが、これらは昨年の人

事院勧告で主眼がおかれた多様な働き方を認め、なり手不足の解消するとと

もに離職者抑制に努める一環でして、実はこれらの改正について当町職員で

実質的に対象となる職員はおりません。よって、一義的には国家公務員給与

法の一部改正に併せた条例改正を必要しないわけですが、一方で当町の職員
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制度は基本的には国家公務員順守を基本としていまして、また、法律の改正

履歴と町の改正の状況を合わせることで、今後の事務作業に疑義が生じない

こととさせるため、今回適用となる職員はおりませんが条例改正をさせてい

ただくものとなります。なお、条例の施行期日については関連規則の制定の

関係などもあるので、７月１日に施行しようとするものであります。 
以上、ご説明申し上げ審議の上ご決定くださいますようよろしくお願いし

ます。 

 

○議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。次に討論に

入ります。まず本案に対し反対の方の発言を許します。発言はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　討論なしと認めます。これから議案第３号を採決しま

す。本件について原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって議案第３号は原案の

とおり可決されました。 

 

 

 

◎　日程第８　議案第４号 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第８、議案第４号　安平町印鑑条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。提案説明を求めます。 

 

〔奥田税務戸籍担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　税務戸籍担当課長。 

○税務戸籍担当課長（奥田浩司君）　議案第４号朗読 
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議案第４号 
 

安平町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 
 

安平町印鑑条例（平成18年安平町条例第16号）の一部を改正する条例を次のと

おり制定する。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
（提案理由） 

印鑑登録証明書の交付申請の添付書類に、特定在留カードまたは特定特別永

住者証明書を加えるもの及び電気通信事業法及び日本電信電話株式会社等に関

する法律の一部を改正する法律（令和７年法律第46号）改正に伴い、参照元法

令の号番号が変わったことにより、この条例について提案するものである。 
 
 

次のページにあります、改正条文の朗読は省略させていただきまして、改

正理由などの説明をさせていただきます。今回の条例改正は、「出入国管理

及び難民認定法等の一部を改正する法律（令和６年法律第59号）」の施行（令

和８年６月14日）により在留カード等でも印鑑登録証明書を取得することが

可能となったため、条例においても所要の改正を行うものあわせて移動端末

設備の定義規定が置かれていた電気通信事業法第12条の２第４項第２号ロが

第12条の２第４項第３号ロに繰り下げされたことに伴う改正でございます。

改正内容につきましては、改正条文の次に新旧対照表を添付しており、規定

の改正箇所はアンダーラインで示しているとおりです。なお、この条例の施

行期日は、公布の日からとなります 
以上で提案説明を終わります。ご審議のうえご決定くださいますようお願

いいたします。 

 

○議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。次に討論に

入ります。まず本案に対し反対の方の発言を許します。発言はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（小笠原直治君）　討論なしと認めます。これから議案第４号を採決しま

す。本件について原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって議案第４号は原案の

とおり可決されました。 

 

 

 

◎　日程第９　議案第５号 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第９、議案第５号　安平町基金条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。提案説明を求めます。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　 

 

議案第５号 
 

安平町基金条例の一部を改正する条例の制定について 
 

安平町基金条例（平成23年安平町条例第16号）の一部を改正する条例を次のと

おり制定する。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
（提案理由） 

学校教育施設の整備に活用するべく必要な事項を定めるため、この条例の制

定について、提案するものである。 
 
 

裏面をご覧ください。条文の朗読を省略いたしまして条例制定の趣旨をご

説明させていただきます。本件につきましては、遠浅小学校の有償譲渡に伴
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い、補助金等に関わる予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179

号）第22条の規定に基づく公立学校施設整備費補助金等についての財産処分

に関する文部科学大臣の承認の要件として、財産処分の日（譲渡契約日）か

ら１年以内に譲渡額の補助金相当額を学校の施設整備に充てることを目的と

した基金に積み立てることが必要となります。このことから今後における学

校教育施設整備に活用するべく、基金を創設し積み立てを行うため、条例を

制定するものです。なお、基金への積立額については、国の算定により546

万6000円以上とされていることから今補正において同額を予算計上させてい

ただいております。 
続きまして条例改正の内容を説明いたしますので次ページ新旧対照表を　

ご覧ください。条例第３条中の表には基金の名称、設置の目的が記載されて

おり、安平町企業版ふるさと納税基金の次に新たに安平町学校教育施設整備

基金を設けるもので、設置の目的は学校教育施設の整備に資することを目的

とし、積立額は一般会計予算で定める額とするものです。この条例の施行期

日は公布の日からとなります。 
以上で説明を終わりますので、ご審議の上ご決定くださいますようお願い

いたします。 

 

〇議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。次に討論に

入ります。まず本案に対して反対の方の発言を許します。発言はありません

か。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　討論なしと認めます。これから議案第５号を採決しま

す。本件について原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって議案第５号は原案の

とおり可決されました。 

 

 

 

◎　日程第10　議案第６号 
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〇議長（小笠原直治君）　日程第 10、議案第６号　道の駅Ｄ51 ステーションの

指定管理者の指定についてを議題とします。提案説明を求めます。 

 

〔山口総合支所長挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　総合支所長。 

〇総合支所長（山口崇君）　議案第６号朗読 

 

議案第６号 
 

道の駅あびらＤ51ステーションの指定管理者の指定について 
 

次の団体を安平町道の駅の指定管理者に指定したいので、議会の議決を求め

る。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
（提案理由） 

道の駅あびらＤ51ステーションの指定管理者を指定するため、安平町公の施

設に係る指定管理者の指定の手続き等に関する条例第７条第１項の規定により

提案するものである。 
 
 
裏面をご覧ください。 
 
 

記 
 
１　施設の名称　　安平町追分柏が丘49番地１ 

道の駅あびら　Ｄ51ステーション 
 
２　指定管理者　　安平町追分本町５丁目17番地１ 

一般社団法人　あびら観光協会 
代表理事　小　林　正　道 

 
３　指定の期間　　令和９年４月１日から令和14年３月31日まで 
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続きまして道の駅あびらＤ51ステーションの指定管理者の指定について　

趣旨説明を行います。道の駅については第２期の指定管理期間である令和４

年４月１日から一般社団法人あびら観光協会が指定管理者として管理・運営

を行ってきており、その期間が令和９年３月31日で満了することに伴い、次

の５年間における指定管理者の指定についてご審議いただくものですが、本

年１月に開催されました議会全員協議会でご説明しました内容の振り返りと

その後の経過を含めてご説明いたします。道の駅は交流人口拡大を目的とし

た地域活性化の拠点施設であり、その施設を管理・運営する団体の設立目的

が施設の設置目的と合致している町内の団体であることが重要であると考え

ていますが、本議案で指定管理者として名が挙がっておりますあびら観光協

会は町全体の観光振興と地域の繁栄に寄与することを目的とし、さらに第２

期の指定管理期間における来場者数や営業収支の実績についても当初計画を

上回る結果を残しているとともに、イベントや知名度向上策などの実施を通

して地域活性化に寄与していることも踏まえ、非公募による指定管理者の選

定を前提として、１月の全員協議会以降、あびら観光協会と運営条件の協議

を進め、４月に事前協議が完了し、５月19日にあびら観光協会から指定管理

者指定申請書が提出されました。受理しました書類の審査を安平町公の施設

にかかる指定管理者の指定手続きにかかる条例第５条の規定に基づき行った

ところ、指定管理者としての運営に向けた基本的な考え方やリピーター確保

に向けた考え方が明確で、それを具現化するための体制や運営計画が適切で

あるなど、指定管理者応募要項で示した審査項目・審査基準に対してあびら

観光協会の提出した事業計画等の内容は妥当性が認められたことから、安平

町行政改革推進委員会における意見も参酌し、一般社団法人あびら観光協会

を道の駅あびらＤ51ステーションの第３期指定管理者として選定しておりま

す。 
　　　それでは今回参考資料として配布しました議案データの29ページに道の

駅あびらＤ51ステーション指定管理者基本協定書の新旧対照表があります

ので、この29ページをご覧ください。ここでは左の欄、新（第３期指定管理）

に記載されています「安平町道の駅あびらＤ51ステーションの管理・運営に

関する基本協定書」案については、現在の右側の旧の協定書と大きな変更は

ありませんが、主な変更点としましては、第４条(１)敷地面積が北海道開発

局により整備された｢妊婦向け屋根付き優先駐車スペース」の面積が104.83

㎡を指定管理区域の敷地面積から除いため縮小したものが主な部分であり

ます。それ以外の変更部分については、指定期間や年度等の年月日に関する

更新や個人情報の保護の取扱いの根拠法令等に関する名称の更新となって

おります。 
　以上で説明を終わります。ご審議いただきご決定くださいますようお願い

いたします。 

 



‐ 77 ‐

〇議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。次に討論に

入ります。まず本案に対し反対の方の発言を許します。発言はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　討論なしと認めます。これから議案第６号を採決しま

す。本件について原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって議案第６号は原案の

とおり可決されました。 

 

 

 

◎　日程第11　議案第７号 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第 11、議案第７号　財産の取得について（学習用

タブレット端末更新事業）を議題とします。提案説明を求めます。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　議案第７号朗読 

 

議案第７号 
 

財産の取得について 
 

次の財産を取得したいので、議会の議決を求める。 
 

令和８年６月22日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
（提案理由） 
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財産の取得をするため、地方自治法第96条第１項第８号及び安平町議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により

提案するものである。 
 
 
裏面をご覧ください。 
 
 

記 
 
１　取得しようとする財産の種類　　学習用タブレット端末更新事業 
 
２　契約の相手方　　所在地　札幌中央区大通西14丁目７番地 

会社名　ＮＴＴ東日本株式会社 
執行役員　北海道事業部長　茂谷浩子 

 
３　取 得 の 目 的　　令和２年度に導入した学習用端末を更新するため 
 
４　取 得 の 方 法　　随意契約 
 
５　取 得 の 価 格　　19,843,450円 
 
６　取 得 の 時 期　　令和９年３月 
 
７　支 払 方 法　　全額一括払い 
 
 

次ページをご覧ください。今回購入するタブレットほか付属品について参

考資料として添付しておりますので、ご参照ください。補足説明でございま

すが、今回のタブレットの更新は、令和２年度に購入した早来学園分213台、

追分小学校分55台、追分中学校分63台、計313台を更新するものです。本事業

については、国の補助金を活用して学習用端末を更新するものですが、この

補助金においてはコスト削減、格差是正、管理の効率化を図るため、都道府

県の共同調達により端末を購入することが条件となっております。このこと

から北海道において共同調達に係る一般競争入札を執行し、事業者選定によ

り契約の相手方及び共同調達物品単価が決定したことから安平町の購入分に

ついて１社限定の随意契約により取得するものです。 
以上で説明を終わります。ご審議の上ご決定くださいますようお願い申し

上げます。 
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○議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質

疑はありませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　一般的に随意契約の場合は複数の業者がいて見積もり合

わせなどをして決めるというのが一般的だと思っているのですが、今回の場

合は複数の業者の参加というかあるいは見積もり合わせはあったのでしょ

うか。それと合わせてもしあったとすれば単位それぞれの端末フィルム、ソ

フトの関係の単価を他の企業含めて教えてほしいと思います。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　入札の関係ですが先ほどちょっとご説明

させてもらいましたが、国の補助金を活用するにあたって北海道全域にわた

って今回更新するところは北海道でまとめて入札を執行されています。この

北海道の入札によって業者が決定したことによってその通知をもって安平

町もこの業者と決定するという運びになっていますのでご理解をよろしく

お願いします。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔反町議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　反町議員。 

○３番（反町恵君）　この台数は壊れたりしたのでこの台数になっているのかと

いうことと、その補助金ですべて全額が賄えるのかをお聞きしたいです。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　今回の更新については昨年度も更新させ

てもらっているのですが、２か年で当初入れた分を更新する形になっていま

す。タブレット関係５年耐用年数がありますので壊れる前にすでに壊れたり

しているものもあるのですが、壊れる前に一定程度の年数が経ったものにつ

いては補助金を活用して更新できることになっています。今回の補助金の関

係ですが、国からの補助金としては補助基準額が設定されていまして、その

補助基準額が５万 5000 円で購入台数今回ので 331 台更新します。補助率が

３分の２となっていますので補助金としては 1213 万 6000 円収入となる予定

です。今回の契約機種については１台５万 9950 円、それを 331 台購入しま
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すので 1984 万 3450 円の歳出となります。これらの差引が一般財源分となり

ますが、およそ 770 万 7450 円が一般財源となろうかと思います。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　質疑なしと認めこれで質疑を終わります。次に討論に

入ります。まず本案に対し反対の方の発言を許します。発言はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　討論なしと認めます。これから議案第７号を採決しま

す。本件について原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって議案第７号は原案の

とおり可決されました。 

 

 

○議長（小笠原直治君）　お諮りいたします。会期延長の件を日程に追加し、追

加日程第１号として日程の順序を変更し、直ちに議題にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって会期延長の件を日程

に追加し、追加日程第１号として日程の順序を変更し、直ちに議題とするこ

とを決定しました。 

 

 

 

◎　追加日程第１ 

 

○議長（小笠原直治君）　追加日程第１　会期延長の件を議題とします。お諮り

します。本定例会の会期は本日までと議決されていますが、議事運営の都合

により、明日６月 25 日（木）まで延長したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって会期は６月 25 日（木）

まで延長することに決定しました。 

 

 

 

◎　日程第12　議案第８号 

 

○議長（小笠原直治君）　日程第 12、議案第８号　令和８年度安平町一般会計補

正予算（第１号）についてを議題とします。提案説明を求めます。 

 

〔田中副町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　副町長。 

○副町長（田中一省君）　議案第８号朗読 

 

議案第８号 
 

令和８年度安平町一般会計補正予算（第１号）について 
 

令和８年度安平町一般会計補正予算（第１号）を別紙のとおり提出する。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
（提案理由） 

前年度繰越金の確定等により、令和８年度安平町一般会計補正予算について、

地方自治法第218条第１項の規定により提案するものである。 
 
 

別冊補正予算書をご覧ください。 
 
 
議案第８号 
 

令和８年度安平町一般会計補正予算（第１号） 
 

令和８年度安平町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
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（歳入歳出予算の補正） 
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ738,295千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ9,786,428千円とする。 
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並び補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 
（債務負担行為の補正） 
第２条　債務負担行為の追加は、「第２表債務負担行為補正」による。 
（地方債の補正） 
第３条　地方債の追加及び変更、廃止は、「第３表地方債補正」による。 
 

令和８年６月23日提出 
安平町長　及　川　秀一郎 

 
 

それでは令和８年度安平町一般会計補正予算(第１号)について提案説明　

いたします。今補正の主なものとして、歳入では令和７年度一般会計決算に

よる繰越金4918万9000円の増額など、歳出では政策予算による新規事業及び

畜産クラスター事業補助金４億8975万7000円の計上などとなっています。 
それでは歳出から説明いたします。17ページをお開き下さい。２款総務費、

１項１目一般管理費は、政策予算による新規事業で庁舎内における文書管理

の適正化を行う事業費の計上。２目電子計算費（１）防災行政情報告知ネッ

トワーク構築事業は、北電柱移設に伴うエリア放送用光ケーブルの移設工事

費の計上。（２）総合行政ネットワークシステム運用事業は、戸籍システム

の標準準拠システム移行に伴うバージョンアップに係る費用で、（３）電算

機器等管理経費は、電柱所有者からの移設要請による工事費の計上です。（４）

ＩＣ旅券用交付窓口端末機器導入経費は、パソコン等機器の価格高騰に伴い、

予算に不足が生じるため増額するもの。18ページ、（５）社会保障・税番号

制度システム構築事業は、住民記録システム振り仮名のデータ取込に必要な

機能の追加に伴うシステム改修費負担金の増額で、６目文書広報費は、歳入

補正に伴う財源振替です。７目財産管理費（１）公用車管理経費、14節は電

気自動車の充電設備工事で、今後の更なるＥＶ公用車への移行を見据えて対

応するもの。17節は購入予定車両の価格等が変更されたため増額するもので

す。（２）町有施設管理経費、12節は政策予算で個別計画未策定の公共施設

を対象に、老朽度調査、施設カルテ作成、個別計画を策定し、その内容を踏

まえ公共施設総合管理計画を改訂するもの。14節は原材料費高騰による豊栄

会館屋根・外壁塗装工事費の増額です。10目企画費（１）地域公共交通対策

事業は、国土交通省所管補助事業の交通空白解消緊急対策事業の採択に伴い

増額するもの。（２）企画調整事務経費は、過年度償還金で記載のとおりで

す。19ページ、（３）デマンド交通運行事業は、交通空白解消緊急対策事業
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の採択に伴い、予算を組み替えるため減額するものです。11目まちづくり推

進費（１）コミュニティ運動経費は、追分地区町内会連合会助成金で、コミ

ュニティ助成金を活用します。（２）定住促進事業、12節はラ・ラ・タウン

おいわけ分譲地の境界杭修復に伴うもの。13節は予算計上漏れに伴うおため

し暮らし住宅のテレビ受信料。18節ＺＥＨ＋住宅建設奨励助成金は政策予算

で、早来大町（旧早来中学校仮設校舎跡地）の住宅用地５区画を対象に、国

が示す「ＺＥＨ＋基準」を満たす住宅を新築した世帯に60万円を助成するも

の。用地民間賃貸共同住宅等建設支援事業助成金は、採択見込額の増による

もの。若者雇用助成金は、申請があったため新規で計上するものです。（３）

地域活性化起業人活用事業は、交付税措置の上限額が引き上げられたことか

ら町負担分を見直し増額するもので、20ページ、（４）地区別計画協働づく

り事業は、地域おこし協力隊及び集落支援員の異動等に伴いそれぞれ補正す

るものです。15目財政調整基金費は、配分金の確定に伴い増額するもの。21

ページ、２項２目賦課徴収費は、算定基礎である環境性能割の徴収額確定に

伴う増額。３項１目戸籍住民基本台帳費は特定在留カードの交付開始に伴い、

券面プリンターに特定在留カードの仕様を追加するシステム改修を行う必要

があるため増額するものです。５項２目各種統計調査費は、経済センサス活

動調査交付金決定見込みにより増額するものです。22ページにまたがる３款

民生費、１項１目社会福祉総務費（１）国民健康保険事業特別会計繰出金は、

国民健康保険事業特別会計の補正に伴う繰出金の減額で、（２）医療給付事

業は、地域診療情報連携推進費補助金医療費助成のオンライン資格確認の先

行実施のための自治体システム改修等による増額です。３目民生委員費は民

生委員２名の退任に伴い、新たな委員の推薦会を実施するためそれぞれ増額

するもので、４目社会福祉施設費は政策予算で、地域ＤＸ推進事業の拠点と

なっている、ふれあい交流館みなくるにエアコン設置するものです。５目ぬ

くもりセンター施設費は、いずれも政策予算で、10節は経年劣化が見られる

ぬくもりセンター内排煙窓ワイヤーの更新で、14節は和式トイレを洋式化す

る改修工事、コピー室を会議室にするための間仕切り工事を実施するもので

す。23ページ、９目高齢者福祉費は、老人福祉施設費負担金の増額補正によ

る財源振替で、10目高齢者福祉施設費は、政策予算で、ぽっぽ苑の居室や共

用部分における網戸及びトイレ洗浄便座の更新を行うものです。11目介護支

援費（１）介護保険事業特別会計繰出金は、介護保険事業特別会計の補正に

伴う繰出金の増額で、12目しょうがい者福祉費、18節は地域診療情報連携推

進費補助金医療費助成のオンライン資格確認の先行実施のための自治体シス

テム改修等事業による増額。22節は過年度償還金で記載のとおりです。２項

３目子育て支援費は、こども政策推進事業費補助金の増額補正による財源振

替で、24ページ、４目認定こども園等運営経費は、資材価格高騰による増額

です。４款衛生費、１項１目地域保健費、10節はあびら追分クリニックにお

ける突発的な施設修繕費用が見込まれるため増額。18節は地域医療提供体制
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維持費補助事業に係る補助金等でそれぞれ各医療機関からの申請に基づき補

正するもので、２目予防費は、今年度から開始する胃内視鏡検査費用一部助

成事業において、苫小牧医師会指定の複写用紙費用を予算措置するものです。

25ページ、３目母子保健費は、実績及び今後の申請者を見込み増額するもの

で、５目環境衛生費（１）環境衛生事務経費は政策予算で、水道未整備地域

の飲料用地下水の水質検査費用の一部助成するものです。（２）合併処理浄

化槽設置整備補助交付事業は、申請実績による増額。（３）脱炭素化事業は、

交付金の増額によるもので、７目保健センター管理費は、保健センター出入

口前の側溝付近タイルの一部剥離、柱外壁タイルの破損を修繕するもの。26

ページ、６款農林水産業費、１項１目農業委員会費は、農業者年金業務委託

金の補正に伴う財源振替、４目農業振興費、18節地域農業構造転換支援事業

交付金は、担い手の経営改善に必要な機械・施設導入を支援するもので、畑

作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業補助金は、なたねの品種転換に係

る交雑防止対策事業及び労働負担軽減対策事業について予算配分となったた

め計上するものです。５目畜産業費、18節畜産クラスター事業補助金は、国

の畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業の採択を受け、町内養豚業者の

経営規模拡大のための補助金です。７目安平川地区国営土地改良事業費は政

策予算で、安平川遠方管理センターの農業用水管理用機器を適正に稼働させ

るためエアコン設置を行うものです。27ページ、９目ダム管理費、11節及び

17節の車両。26節はダム管理用警報車両購入費に含まれていた保険料と重量

税の予算組替によるもの。14節瑞穂ダム多目的広場整備工事は政策予算で、

せせらぎ水路に堆積した土砂の搬出、補修整備を行います。瑞穂揚水機場ポ

ンプ分解整備工事は、農業水路等長寿命化・防災減災事業の補助金交付決定

に伴う工事請負費の計上で、17節暖房機は、管理棟の暖房機が故障したため

新たに購入します。28ページにまたがる７款商工費、１項１目商工業振興費

（１）商工振興事業経費は、創業等支援事業補助金の申請件数の増が見込ま

れるため増額するもの。（２）安平町商工会補助金は、国の重点支援地方交

付金を活用し、プレミアム率を当初の20％から35％に引き上げるもので、２

目観光費は、国の地域未来交付金追加等による財源振替です。８款土木費、

２項２目道路維持費は政策予算で、遠浅酪農３号線の舗装修繕工事を行うも

の。３目道路新設改良費は、国庫支出金は交付決定見込みによる財源振替で、

４目橋りょう維持費は、ＪＲ跨線橋点検の保安費高騰により増額するもので

す。29ページ、４項１目都市計画総務費は政策予算で、都市計画区域外であ

る追分地区の都市計画基礎調査を行うもの。２目公園費は、落ち葉集めに使

用しているブロワーが故障し修繕が困難であるため購入するものです。９款

消防費、１項２目災害対策費は、国の地域未来交付金を活用し、避難所の生

活環境の改善に必要となる資機材を購入するものです。30ページ、10款教育

費、１項３目義務教育振興費は、学校教育施設整備基金の新規設置に伴い学

校教育施設整備に活用するために積み立てるもので、４目教育振興費（１）
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教育振興経費は、追分中学校のテニス支柱と審判台は経年劣化による破損劣

化が激しいため購入するものです。（２）学校施設管理経費、13節校務支援

システム利用料は、サーバーの管理台数が増えたため増額するもので、ソフ

トウェアライセンス使用料は、当初予算に計上漏れがあったため補正するも

のです。誠にもって申し訳ございませんでした。17節施設管理備品は、児童

生徒数が増加したため不足分の備品を購入するもの。校務支援システムソフ

トは政策予算で、学校と学童保育を連携するために校務支援システムの改修

を行うもの。６目スクールバス管理費は、予算不足による増額です。31ペー

ジ、２項１目学校管理費及び４項１目学校管理費は、電源立地地域対策交付

金の補正による財源振替。５項１目社会教育総務費は、北海道文化財団によ

るアートシアター事業に係るケータリング費用の補正です。32ページにまた

がる３目公民館費は主に政策予算で、10節は町民センターの２階正面玄関ポ

ーチや階段改修を行うもので、14節エアコン設置工事は、追分公民館の調理

室に設置するもの。町民センター施設改修工事は、洋式トイレ７カ所にトイ

レウォッシュレット取り付け工事を行うもので、追分公民館施設改修工事は、

１階の和式トイレを洋式トイレの改修のほか、洗面器を自動水栓に取替、ベ

ビーチェア、ハンドドライヤー、１階研修室にエアコンの設置改修などを行

うもので、17節は追分公民館の音響・オンライン機器の購入等を行うもので

す。６項２目生涯スポーツ振興事業費、12節は国の部活動の地域展開等推進

に係る補助内容確定により、地方スポーツ振興費補助金および芸術文化振興

費において、北海道の直接補助事業である平日も含めた地域展開等の加速化

のための重点課題への対応実施自治体として安平町が採択されたことで持続

可能な体制づくりを図るための事業を実施し、対応することから増額。18節

も国の部活動の地域展開等推進に係る補助内容確定により、国で示された支

援金に準拠した支援を行うため、当町で部活動から移行したスポーツクラブ

９団体、文化クラブ２団体に対する地域展開後の各地域クラブの支援金を増

額するものです。国の補助内容確定により町の地域クラブへの支援方針がき

まったため、平日重点課題へ対応することから増額。18節も国の補助内容確

定により、町の地域クラブへの支援方針がきまったため、地域展開後の各地

域クラブの補助金を増額するものです。３目体育施設費、12節及び13節は、

契約内容の見直しによる予算組替で、14節は政策予算で、町民センター裏の

変電施設改修工事を行うものです。33ページ、４目学校給食費、10節修繕料

は、冷凍室の修繕等を行うもの。賄材料費は、給食人数、給食日数、給食単

価の変更による増額で、18節はやむをえない理由による学校給食非喫食者へ

の支援金で、北海道市町村学校給食費支援事業費交付金によるものです。７

目スポーツセンター管理費、12節は資材価格や人件費の高騰等による不足額

を増額するもの。17節はポリッシャー購入について、当初予算の計上誤りに

よる不足額を増額するものです。今回これで２件目です。誠にもってお詫び

を申し上げます。32ページにまたがる11款公債費は、いずれも減債基金充当



‐ 86 ‐

に伴う財源振替です。12款給与費は、道営農業農村整備事業監督等補助事務

委託金の補正に伴う財源振替です。 
引き続き歳入の説明をさせて頂きますので、７ページをお開きください。

14款分担金、１項１目民生費負担金は、養護老人ホーム被措置者徴収金につ

いて、収入申告の審査結果により増額するものです。８ページにまたがる16

款国庫支出金、２項１目総務費国庫補助金、１節マイナンバーカード交付事

務費補助金は、特定在留カード発行開始に伴う券面プリンタシステム改修費

に対し交付される補助金で、脱炭素成長型経済構造移行推進対策費補助金は、

役場総合庁舎公用車の充電設備整備に対する補助金です。２節は当初交付申

請による増額。３節は事業実施計画に基づく配分予定額の通知により計上す

るもの。４節は振り仮名の一括記録に係るシステム改修に対し交付される補

助金です。９ページ、２目民生費国庫補助金、１節は地域診療情報連携推進

費補助金医療費助成のオンライン資格確認の先行実施のための自治体システ

ム改修等事業に対し交付される補助金で、２節は児童館等を活用した地域課

題解決モデル事業の国庫補助事業内示に伴う増額です。３目衛生費国庫補助

金は、交付金の内示額による増額。４目土木費国庫補助金は、いずれも交付

決定見込に基づき減額するものです。５目教育費国庫補助金は、教育支援体

制整備事業費補助金で記載のとおりとなっています。６目消防費国庫補助金

は、地域未来交付金で、内示により計上するもので、10ページ、３項、３目

農林水産業費委託金は、交付予定通知による増額です。17款道支出金、２項

１目総務費道補助金は、限度額通知に伴う増額です。11ページ、４目農林水

産業費道補助金、強い農業づくり事業費補助金は、地域農業構造転換支援事

業交付金に対して配分割当となったもの。畑作物産地生産体制確立・強化緊

急対策事業補助金は、予算配分となったものです。農業水路等長寿命化・防

災減災事業補助金は、瑞穂揚水機場ポンプ分解整備工事に対する補助金で、

畜産クラスター事業補助金は、予算配分となったものです。６目教育費道補

助金、地域スポーツクラブ活動体制整備事業補助金は、地方スポーツ振興費

補助金及び芸術文化振興費補助金の交付予定により増額するもので、教育支

援体制整備事業費補助金は、国庫補助金への予算組替により減額。北海道市

町村学校給食費支援事業費交付金は、学校給食費の負担軽減等を行う事業に

交付されるものです。12ページ、３項２目農林水産業費委託金は記載のとお

りです。18款財産収入、１項２目利子及び配当金は、配分金の決定により増

額するもので、13ページ、２項１目不動産売払収入は、旧早来中学校仮設校

舎跡地の町有地分譲に伴う増額です。20款繰入金、１項１目財政調整基金繰

入金は今補正の財源調整で、２目減債基金繰入金は、令和６年度及び令和７

年度に積み立てた臨時財政対策債償還基金費から令和８年度分を地方債の元

利償還金に充当するものです。14ページ、３目まちづくり基金繰入金は、安

平町消費拡大地域活性化事業補助金の財源振替等によるもの。11目企業版ふ

るさと納税基金繰入金は、追分公民館施設備品購入費に充当するものです。
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21款繰越金は、令和７年度一般会計歳入合計86億5311万4845円、歳出合計85

億3583万8592円で、歳入歳出差引残額１億1727万6253円から繰越明許費の一

般財源1808万6000円を差し引いた実質収支額は9919万253円となります。地方

自治法第233条の２及び安平町基金条例の規定に基づき、剰余金の２分の１を

下回らない額として5000万円を財政調整基金に積立てます。残りの4919万253

円から科目設定分の1000円を差し引いた額を増額するものです。15ページ、

22款諸収入、４項５目納付金は、北海道市町村学校給食支援事業費交付金の

決定及び各校の給食人数、給食日数、給食単価等の決定による減額で、６目

雑入、コミュニティ助成金は、交付決定によるもの。地域公共交通確保維持

改善事業費補助金は、事業採択等による増額。雑入の防災イベント開催事業

振興協会補助金は、地域未来交付金に財源を組替えたため減額するものです。

16ページ、23款町債、１項１目総務債、脱炭素化推進事業債は、国の間接補

助を受けることから起債対象外となり減額。デジタル活用推進事業債は、新

たな借入要望により計上するもの。５目土木債、遠浅酪農２号線改良舗装事

業債及び橋りょう長寿命化修繕事業債は、国庫補助金の減額見込みにより借

入要望額を増額するもの。町道舗装打替事業債は、事業費の増額に伴い借入

要望額を増額するものです。 
次に債務負担行為補正について説明しますので、３ページをお開きくださ

い。第２表債務負担行為補正は、追加で役場庁舎エアコン設備リース料を令

和９年度から19年度まで限度額を１億3624万円とするものです。 
次に第３表地方債補正は、追加で庁内ＳＢＣ環境構築事業の限度額を1470

万円で設定、起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりです。４ページ

は変更として遠浅酪農２号線改良舗装事業の限度額を6400万円から１億3610

万円に、町道舗装打替事業の限度額を1200万円から1210万円に、橋りょう長

寿命化修繕事業の限度額を1480万円から1920万円に変更するもので、起債の

方法、利率及び償還方法に変更はございません。 
次に廃止として、公用車購入事業は財源振替により廃止となります。 
以上、歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ７億3829万5000円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ97億8642万8000円とするものでござい

ます。ご審議の上ご決定下さいますようよろしくお願いいたします。 

 

○議長（小笠原直治君）　説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質

疑は歳出からページごとに行います。歳出 17 ページをお開きください。17、

18 ページで質疑はありませんか。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　高山議員。 

○11 番（高山正人君）　18 ページ、７目財産管理で（２）町有施設管理経費の

12 委託料、公共施設等総合管理計画策定業務委託料のこの 1274 万 9000 円の
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この中身の理解ができないものですからもう少し詳しい説明をお願いしま

す。 

 

〔伊藤施設担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　こちらの補正については、町内の公共施設の

うち個別計画が未策定の施設を対象に老朽度調査、施設のカルテの作成、個

別計画の策定、その内容を踏まえ公共施設等総合管理計画を改定するものと

なっています。この公共施設等管理計画は、平成 29 年３月に策定したもの

で、もう 10 年になりますので、また新たに改定していくためのものとなっ

ています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　高山議員。 

○11 番（高山正人君）　10 年経ったらもう一回やらなければならないというの

はわかったのですが、それをどのように使うのか、どういう基準になるのか

がまったくわからないので、これがないとどうなるのかという意図的なもの

を説明お願いします。 

 

〔伊藤施設担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　こちらをまず個別計画の方ですが、今後の施

設の修繕関係それらのスケジュールというかいつぐらいにどういう修繕を

していくか、それが公共施設全体、それぞれの公共施設をどういう順番で修

繕をかけていくか。または、今後の統廃合に向けて検討していく材料が主な

ものとなる予定です。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　高山議員。 

〇11 番（高山正人君）　結果的にまだそれでもわからないのですよ。要するに統

廃合するもしくは直すといったところを施設がどれだけあってどれがとい

うリストアップされてちゃんと出てくるなら理解できるんだけど、総合トー

タルで全部をやりますという形で計上されているのでどれぐらいの数の施

設があって、どれぐらい必要なのかという金額がデカいので結果的にこれだ

けの費用をかけないとこれからの計画が立たないという理屈がわからない

のでもうちょっと詳しく教えてください。 

 

〔伊藤施設担当課長挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　申し訳ありません。施設の数についてはいく

つと今資料を持ち合わせていませんでしたのであれなのですが、わかりやす

く言うと教育施設とか公営住宅とかは個別計画を持っています。長寿命化計

画とか。そういうものを除いた公共施設、例えば追分でいくと追分クリニッ

クとか、斎場、会館類、労働会館とか地区集会所、町内会館ですね。そうい

う個別の計画を持っていない先ほど言いました長寿命化計画を持っていな

い公共施設を全体的に調査をかけまして、先ほど言った形のものの検討材料

にさせていただくということです。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　高山議員。 

○11 番（高山正人君）　その手の資料はリストアップされて予算組みされている

と思うので後ほどで構いませんからどこが基準の対象になるのかといった

リスト的なものを後で提出いただくことはできるのでしょうか。 

 

〔伊藤施設担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　施設担当課長。 

○施設担当課長（伊藤富美雄君）　そちらについては事業計画の資料があります

ので後ほど。明日議会の始まる前にでも。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　定住促進事業ありますね。546 万。これの内訳というか

下に書いてあるんだけども具体的にどんな事業なのかイメージわかないん

ですが。 

○議長（小笠原直治君）　ページ数は 17、18 ですよ。 

○２番（吉岡政昭君）　間違った。 

○１番（三浦恵美子君）　17、18 ページについて聞かれています。 

○２番（吉岡政昭君）　先を急ぎすぎました。 

 

○議長（小笠原直治君）　17、18 でありませんね。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　それでは 19、20 ページで質疑はありませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　19 ページの定住促進事業ってありますが、内訳は書いて

ありますが一応内容がわからないので教えてください。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　19 ページの定住促進事業 546 万 6000 円について

のご説明でよろしいですね。まず 12 の委託料については、追分にあるラ・

ラ・タウンおいわけの分譲地宅地が売れたのですが、古かったものですから

境界杭確認することができなくて、境界杭を入れ直しをする復旧する事業に

なっています。13 使用料賃借料については、早来にある移住のお試し暮らし

住宅があるのですが、テレビの受信料の方が予算計上漏れでしたので今回予

算を上げさせてもらうものです。大変申し訳ありませんでした。次 18 の負

担金補助及び交付金の関係についてですが、まず１つ目のＺＥＨ＋住宅の建

設奨励金 300 万については、今回政策予算として上げさせていただいている

ものです。内訳としては先ほど副町長からも説明がありましたが、助成金１

件あたり 60 万円掛ける住宅５棟分で 300 万円を予算計上させていただいて

います。こちらについてはこれまでも議会の中でもご説明させていただきま

したが、早来学園前、旧早来中学校の仮設校舎跡を町有地になりますが、宅

地で５区画、アパート用地として４区画販売するものです。まず宅地につい

ては国が示すＺＥＨ＋基準という高断熱、省エネルギーの住宅を建てていた

だくことを条件に販売するものでして、住宅を建てていただいた方にこのＺ

ＥＨ＋住宅の助成金を出すものです。こちらについては町の独自助成で 60

万を今回予算を上げさえていただきましたが、まず国もゼロカーボン推進し

ていまして、国ではＺＥＨ＋住宅を建てると 90 万円の助成があります。そ

れに町の助成金を今回 60 万円助成する。さらに町の方では住宅を建てた方

には住宅を建てて転入されてお子さんがいる世帯については最大 30 万円分

のあびらポイントを支給するようになっていますので、国の助成金と合算す

ると最大で 180 万円分の支援にあたりまして、さらに国ではＺＥＨ関係の設

備に応じた国の加算メニュー等もありますし、電力会社ではまた別に上限が

ありますが支援策も用意していると聞いています。こういったところを安平

町のゼロカーボンシティ宣言を踏まえて環境負荷のかからない住宅建設を

促す取り組みでも助成制度を創設するということで予算300万円を上げさせ

ていただいています。もう１点民間賃貸共同住宅の建設支援事業 200 万補正

を上げさせていただいていますが、こちらについては従来からやっています

民間アパートの建設助成金ということで採択見込額が増えたことで200万円

増額させていただいています。当初 1200 万で予算上げていましたが、今回

２棟分の建設を見込んでいまして、２等で 1400 万見込んでいますから不足

する 200 万を増額させていただくものです。あともう１つが若者雇用の助成

金になっていまして、こちら 15 万ですが、こちら町内の立地企業、工業団

地等を対象にしていますが、そちらの従業員の方が町外から町内に転入した
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場合に助成金を出すものでして、今回企業に５万円分の現金、個人の対象に

なる方に 10万円のポイントあびらの支給になりますが合算して 15万円を計

上させていただくもので、こちらについては定住促進条例に基づいて計上す

るものです。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

○２番（吉岡政昭君）　具体的に例えば補助する場合にしても件数を想定してい

ただいていると思うのですがそうではないのでしょうか。例えば委託料は何

件ぐらいとか補助金負担金はある交付金は要するに定住してくる人とか企

業があるかどうかはわからないけれどもいずれにしても想定する件数をも

し予定していたら教えてください。 

 

〔田中副町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　副町長。 

〇副町長（田中一省君）　只今、木村課長の方から説明をしましたが、ＺＥＨ＋

住宅建設助成金については５棟分。60 万円の５棟分という形になります。そ

れと住宅建設支援事業助成金も先ほど言いましたが２戸の申請が多くなっ

てきまして、現状が 1000 万残額でありまして全体的に支給するのが 1200 万

ですからその 200 万を今回補正する形です。数値的には２戸となります。境

界杭の修復についてはこれは各境界杭ですので誠に申し訳ありませんが私

の資料には数等詳しく記入しているものですから、予算説明については時間

的な効率化を図るということでそこまで詳しくは説明しませんでしたが、

後々の渡した資料を見て数を確認していただければと思いますのでよろし

くご理解のほどお願いします。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　今副町長が答弁いただきましたが、民間アパート

の建設助成が当初予算 1200 万に対して 1400 万の見込みということで今回

200 万増額させていただいています。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　19 ページ、今質問があった定住促進事業の負担金補助

及び交付金のＺＥＨ＋住宅建設奨励助成金 300 万に関して、こちら分譲する

にあたっていつから分譲開始されるのか、あと平米でいいのでしょうか。い
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くらで売り出すのか伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　売り出しについてはこの議会で予算を付けていた

だいた後に早ければ今週末から情報が解禁させていただきまして、申込期間

を７月１日からの１か月を予定しています。どうしても宅地の場合角地が人

気になるので、まず１か月間募集をかけて重複する場合は抽選を８月中旬ぐ

らい目途に予定していまして、また、その後全部埋まらなかった場合につい

ては随時募集をかけていく形で対応したいなと思っています。あと宅地の面

積、販売価格ですが、宅地がまず自治法の関係で町有財産の処分価格、売却

価格については客観的かつ合理性のある価格ということで適正の対価での

設定が求められていまして、今回固定資産税の評価額、周辺土地の売買実例

を踏まえて検討したところ、実際価格周辺土地の売買実例を踏まえた額が適

当ということで単価を設定しています。宅地については、平米あたり１万

4450 円。坪単価だと４万 7700 円になっていまして、小さい面積の方でいく

と概ね 370 万円程度の販売価格になりまして、大きい面積でいくと 400 万円

程度の販売価格になります。また、アパート用地については平米あたら１万

2100 円、坪単価４万円で設定していまして、面積小さいところですと 800 万

円程度、大きいところで 1500 万程度の販売価格になります。宅地について

は、５区画販売開始で今回考えていますが、アパート用地については４区画、

いっぺんに販売すると急激にアパートが建つことで入居率の減につながっ

てしまうと懸念していまして、まず１区画ずつアパート用地は販売していき

たいと考えています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　これからの売り出し公表ということであれなのですが、

安平町における宅地などの空きがあるかという問い合わせが来ているか伺

います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　まず今回売り出しするところも含めて昨年ぐらい

から工事していまして、いつぐらいから売り出しするんだとハウスメーカー

さんからお問い合わせをいただいています。また、早来学園前に限らず町内

で移住とか住宅を建てる方からどこか町内に土地がありませんかというの

は都度こちらの移住窓口にはお問い合わせ等をいただいているところです。 

 

〔三浦議員挙手〕 
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○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　都度問い合わせがあるということはこの部分全部年度

内に完売できる目途が立つのかやってみないとわからないと思うのですが、

そういう試算で歳入にも計上してここにも計上しているのかどうか見通し

についてお願いします。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　今回歳入を上げさせていただいたのは宅地の５区

画分、アパート用地１区画分になっています。担当課としてはまず今回売り

出しする分すべて売っていきたいと思っていますが、資材高騰、なかなか資

材も入ってこない状況もハウスメーカーさんから聞いていますので、まずは

販売に向けてハウスメーカー等々含めて営業をかけていきたいと思ってい

ます。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　では今の件は了解しました。別件でお願いします。11

目まちづくり推進費の（１）コミュニティ運動経費の 18 節負担金補助及び

交付金の追分地区町内会連合会助成金 200 万に関して、こちら確かテントの

購入要望と伺っているのですが、こちら購入されたテントの管理についてど

のように行っていくか。システム、仕組み等はできているのか伺います。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　今回追分地区町内会連合会に対する助成金ですが、

６張り分の購入を予定していまして、基本的には追分地区町内会連合会でイ

ベント等で使うとお聞きしていますが、管理も基本的には町内会連合会でと

思っていますが、都度相談しながたら対応したいと思っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　例えばですが、これ１箇所に保存できるものなのかそ

うではないのか。もし分散して保存する場合においては例えば使いたいとい

う要望があって６張り全部使うとしたら何か所もの保存されている場所か

ら借りてまた返すみたいな管理とかが煩雑になる可能性もあると思うので

そこら辺一応町からの補助金で買うのですから管理について詰めているの

かそうではないのかその点について伺います。 
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〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画財政担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　そこまでは話を担当から聞いてはいないのですが、

しっかりと管理することと使いやすいようにできればなと思っています。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　町長。 

〇町長（及川秀一郎君）　ちょうど町内会連合会の総会に私も来賓で出席してい

まして確認もさせていただきました。コミュニティ助成事業も活用しながら

そういうのにも入ってくると。そしてそれぞれ町内会で必要なテントの個数

も確認しながら社会福祉協議会を通じながら管理とかテントの後片付けで

例えば壊れたらどうするかとか細かい打ち合わせもやらせていただいてい

ますので、予算的に購入する時に高くなる可能性もあると。その場合は横幕、

三方幕と１箇所と横幕を調整しながら金額範囲に収まるような購入の仕方

もやっていきましょうという詳しいやり取りがその中でそれぞれの町内会

の会長さんも同席する中で打ち合わせもさせていただいていますのでご理

解いただければと思います。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

〇２番（吉岡政昭君）　先ほどは失礼しました。20 ページもいいですね。 

○議長（小笠原直治君）　はい。 

○２番（吉岡政昭君）　地域おこし協力隊の件ですが、定かではないのですが、

これは他企業から他でも時間を見ながらのことなのかもしれませんが、他の

ところにも勤務していてこっちはこっちで働いて両方給料を貰っているん

じゃないかという話も実は伝わってきていまして、その辺の事実関係を確認

したいと思います。たぶん違うと思いますけども。 

 

〔木村企画担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　企画財政担当課長。 

○企画担当課長（木村誠君）　協力隊今二十数名いらっしゃいますが、協力隊の

中には基本的には勤務終了とかになっていますので、それ以外協力隊活動以

外の時に別のところで働くといった兼業届、副業届みたいなのは出されてい

る方はいらっしゃいます。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　それでは 21、22 ページで質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　それでは 23、24 ページで質疑はありませんか。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

○１番（三浦恵美子君）　24 ページ、４款衛生費、１項１目地域保健推進費の

18 節負担金補助及び交付金の地域医療提供体制維持費補助金に関して詳細

の内訳を伺います。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　地域医療提供体制維持費補助金のご説明

をさせていただきますが、こちらについては２つの医療機関、あびら追分ク

リニックと渡邉医院が該当するものとなっています。こちらについては内訳

としてあびら追分クリニックが支出の見込み申請額になりますが、208 万

4500 円。それから渡邉医院ですが 1281 万 6700 円となっています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　三浦議員。 

〇１番（三浦恵美子君）　こちら用途に関しては特段こういうのに使うのでと申

請して審査が必要だったかどうか。確か上限 3000 万でしたっけ。そこら辺

もお願いします。 

 

〔小板橋健康福祉担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　健康福祉担当課長。 

○健康福祉担当課長（小板橋憲仁君）　今、三浦議員がおっしゃられたとおり上

限 3000 万円の中での交付となりますが、その他にその下にもありますが看

護師雇用とか専門医確保、かかりつけ医という項目もありまして、それら含

めて上限 3000 万となっています。他の項目で使われた分の差引額でこの地

域医療提供体制維持費補助金の項目で支出をしていくことになります。この

項目については医療機関の例えば病院内の清掃費とか、建物の維持管理費、

光熱水費といったものに充てられるものということで、こちらも申請書には

内訳も付けていただきながら審査をさせていただいた上での補正額とさせ
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ていただいています。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔吉岡議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　吉岡議員。 

〇２番（吉岡政昭君）　24 ページでもいいですよね。24 ページの認定こども園

等運営費でエアコン設置工事が記述されていますが、これは町費の支出の該

当になるのか基本的な問題なのですが、なぜかというと認定こども園という

のは民間企業ですよね。その建物にエアコン付ける時になんで町費なのかと

いう疑問が無きにしも非ずでやっぱり自分で設置するべきではないでしょ

うか。いろんな補助とか恩恵を与えているわけですから町からね。その点確

認します。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

〇学校教育担当次長（佐々木英生君）　こども園については公設民営でやってい

ますので、施設そのものの設備については物によると思いますが基本的には

町で整備していくものと考えています。この補正については今年度はやきた

子ども園で設置するものですが、実施設計実施した結果、資材の高騰等によ

り増額が必要ということで補正予算をお願いしたものです。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　高山議員。 

〇11 番（高山正人君）　同じところで伺いたいのですが、このエアコン設置につ

いては、はやきた子ども園だけなのでしょうか。おいわけ子ども園には入ら

ないということで理解していいでしょうか。 

 

〔佐々木学校教育担当次長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　学校教育担当次長。 

○学校教育担当次長（佐々木英生君）　今年度の予算計上については、はやきた

子ども園の５教室分です。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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○議長（小笠原直治君）　それでは 25、26 ページで質疑はありませんか。 

 

〔内藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　内藤議員。 

〇５番（内藤圭子君）　５目の環境衛生費でこれは私たち議会から上げた請願に

よるものだと思うのですが、内容について説明お願いします。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　５目の 18 節の地下水水質検査助成金に

なりますが、こちら事業概要をご説明します。本町において上水道の整備を

されていない地区に居住する方で地下水を飲用としている方に対してその

地下水の水質検査に要する経費の一部を助成する事業になっています。対象

者については町内に住民登録を有している方で居住している方、上水道が整

備されていない区域において地下水を飲用している方、町税等に滞納がない

方を対象としていまして、補助対象については水質検査にかかる被検査費用

の２分の１以内で上限額を 5000 円として定めています。こちらの検査につ

いて同一世帯については、年度内１回とさせていただきたいと考えていま

す。こちらの今回補正予算提出させていただいていますので、議決された際

にはこちらの内容を住民周知させていただきまして、申請の受付を開始した

いと考えています。 

 

〔内藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　内藤議員。 

〇５番（内藤圭子君）　すごい喜ぶと思います。自分が検査をして領収証を持っ

ていってお金を貰えるのか、その辺の仕組みについてお願いします。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

〇生活環境担当課長（佐々木智紀君）　申請の手続き方法ですが、今、議員おっ

しゃられましたとおりご自身で検査をしていただきまして、その領収証を町

に提出していただいて、こちらで助成をするといった流れになっています。 

 

〔内藤議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　内藤議員。 

○５番（内藤圭子君）　検査機関が苫小牧とか千歳、札幌いろいろあると思うの

ですが、普通の人たちはそういう知識がないと思うのですが、もしこういう

事業を始めますという時に紹介していただけるかお願いします。 



‐ 98 ‐

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　今インターネットで検索していただいて

も検査会社が出てくるかと思いますが、どうしてもわからない場合について

は問い合わせしていただきましたら近隣の千歳とか苫小牧になろうかと思

いますが、そちらの検査機関についてのご紹介はさせていただく予定です。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（小笠原直治君）　鳥越議員。 

○９番（鳥越真由美君）　今のところですが、例えば検査結果によってあんまり

よろしくない結果が出た場合にはそれは町が何かするのか、別補助があるの

かそこら辺確認させてください。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　こちら補正で計上させていただいており

ます事業については、あくまで検査費用に対しての助成という事業になって

います。検査の結果については検査機関の方に問い合わせていただくか、も

しくは保健所にお問い合わせしていただければと思います。 

 

○議長（小笠原直治君）　他にありませんか。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　高山議員。 

〇11 番（高山正人君）　25 ページの環境衛生費の中で（３）の脱炭素化事業で

太陽光施設等の補助金が 372 万 3000 円という内示があったとの説明を受け

ているのですが、これは増額をされたという当初の予定より増えたというこ

とでよろしいか教えてください。 

 

〔佐々木生活環境担当課長挙手〕 

 

○議長（小笠原直治君）　生活環境担当課長。 

○生活環境担当課長（佐々木智紀君）　こちらについては昨今の物価高騰を受け

まして、簡単に言いますと５％分増えたということでご理解していただいて

構いません。 
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○議長（小笠原直治君）　25、26 よろしいですか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

 

　　　◎　延会宣告 

 

 

○議長（小笠原直治君）　それではお諮りします。本日の会議は一般会計補正予

算（第１号）25、26 ページに留めます。これで延会したいと思いますがこれ

にご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

○議長（小笠原直治君）　異議なしと認めます。したがって本日はこれで延会い

たします。なお、明日午前 10 時より 27 ページから再開しますのでご参集願

います。本日はご苦労様でした。 

 

 

延会　午後４時 35 分 

 

 

　　会議の経過を記載してその相違ないことを証するため、地方自治法第123条
第２項の規定に基づき、ここに署名する。 

 

　　令和　　年　　月　　日 
 

 

　　　　　　　　　　　議　　長 

 

 

署名議員 

 

 

署名議員 

 

 

 

 


